
名
血
管
革
命
の
イ
デ
オ

_~ll血迫&

ロ
ギ

l
構
造
と
ロ

ク

ヅ

l
l政
治
機
構
論
成
立
の
世
舎
的
・
論
理
的
背
景

l
l

問
題
提
起

49 

「
名
春
革
命
の
思
想
家
」
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
金
思
想
の
内
在

的
構
造
と
イ
デ
才
ロ
ギ
I
性
を
、
統
髄
的
蓮
闘
に
お
い
て
、
そ
の

個
有
の
問
題
性
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
、
大
略
し
て
ニ

づ
の
論
離
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
の
そ
れ
は
、
理
論
内
在
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス

経
験
論
哲
関
学
の
成
熟
を
し
め
す
「
人
間
悟
性
論
」
(
〉
回
開
出
血
ミ

g
E
m
g
Eぬ
出
口

5
8守
口
宏

a
g出
血
庄
内
w

尽
き
)
と
自
然
法
H

自
然
擦
の
観
念
を
中
心
と
す
る
「
市
民
政
府
論
」
(
吋

4
5
寸叶

ga

昨
日
突
出
え

c
i
-
c
。4
0
2
B
g
y
尽
き
)
と
の
内
在
的
蓮
闘
で

あ
る
。
す
た
わ
ち
「
人
間
悟
性
論
」
に
お
け
る
ヱ
ン
ピ
リ
シ
ズ
ム

の
具
瞳
性
・
感
性
性
と
「
市
民
政
府
論
」
に
お
け
る
自
然
擢
↓
吐

名
血
管
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
遣
と
ロ
タ
ク

松

下

圭

合
契
約
設
の
抽
象
性
・
合
理
性
と
の
聞
の
《
方
法
》
的
矛
盾
の
問

題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
近
年
わ
が
園
に
お
い
て
「
道
徳
情
操
論
」

と
「
園
富
論
」
の
矛
盾
日
と
し
て
提
起
さ
れ
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
問
題
と
そ
の
指
向
性
を
お
た
じ
く
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
通
常

こ
れ
ま
で
の
ロ
ッ
ク
解
轄
に
お
い
て
は
《
哲
塵
》
と
《
政
治
皐
》

が
別
々
に
論
じ
ら
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
封
立
は
充
分
に
意

識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
C
・
C
-
マ
ク
シ

ー
は
「
生
具
観
念
の
否
定
者
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
は
、
ま
た
同
時
に
、

生
来
の
模
利
の
勇
敢
友
闘
士
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
も
ヲ

と
も
偉
大
た
知
性
の
持
主
す
ら
も
お
ち
い
る
ま
れ
た
矛
盾

2
ュ・

0

ロ由。

P
E白
。
江

g
の
一
つ
で
あ
る
L

(
傍
貼
引
用
者
)
と
し
、
ま
た

わ
が
闘
で
も
馬
場
啓
之
助
教
授
は
「
経
揖
皐
の
哲
率
的
背
景
」
の

第
二
章
第
二
節
「
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
的
方
法
と
そ
の
自
然
法
思
想
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と
の
矛
盾
」
に
お
い
て
と
の
問
題
を
と
ら
え
、
「
そ
の
混
乱
は
経
験

論
的
方
法
と
合
理
論
的
思
想
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
生
じ
た
が
、
こ

の
混
乱
は
か
れ
の
杢
著
作
を
貫
い
て
、
そ
の
思
想
に
調
得
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
奥
え
て
い
る
」
と
の
ベ
、
ロ

y

ク
の
思
想
を
公
式
的
に

と
ら
え
ら
れ
た
《
経
験
論
》
と
《
合
理
論
》
の
「
複
合
L

と
み
な

ハ
1
〉

し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
問
題
黙
は
、
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
構

遣
に
か
ん
し
て
提
起
さ
れ
る
。
自
然
擢
思
想
の
成
熟
に
と
も
た
う

《
市
民
世
舎
》
論
の
形
成
と
、
通
常
「
安
協
的
」
と
み
な
さ
れ
、

事
賞
ま
た
等
族
園
家
的
観
念
に
よ
う
て
指
導
さ
れ
た
名
春
革
命
へ

の
ロ
ッ
ク
の
ア
ポ
ロ
ギ
I

(
こ
の
ア
ポ
ロ
ギ
ー
は
、
周
知
の
ご
と

く
、
「
市
民
政
府
論
」
の
序
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
み
ず
か
ら
の
べ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
)
と
の
開
係
が
そ
れ
で
、
ロ
ッ
ク
の
抽
象
的
、

合
理
的
自
然
樺
観
念
と
《
古
来
ク
た
え
ら
れ
た
権
利
》

P
ロ
ロ
ザ

E

H
5
8色
g
q
H目
的
伊
丹
田
と
の
異
質
性
が
、
名
臨
時
日
革
命
の
政
治
的
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
い
か
た
る
機
能
的
聯
闘
を
も
ち
え
て
い
た
か
の

問
題
で
あ
る
。
一
般
に
P

ッ
ク
の
自
然
楼
H

市
民
社
合
論
は
、
問

題
史
的
観
結
か
ら
と
ら
え
ら
れ
る
ば
あ
い
、
お
お
く
ホ
ッ
プ
ズ
、

ロ
ッ
ク
、
ル
ッ
ー
と
い
う
近
代
世
合
契
約
設
の
系
譜
の
う
ち
で
提

起
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
最
近
日
本
で
は
、
大
壌
史
曲
学
に
も

比
す
べ
き
問
題
意
識
の
も
と
に
、
ホ
?
プ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ス
ミ
ス

|
|
近
代
市
民
社
合
思
想
の
護
展
史
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
位

置
づ
け
~
を
あ
た
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
た
が
ら
、
ロ
ッ
グ
の
思

想
を
、
名
曲
想
問
革
命
の
兵
瞳
的
な
政
治
過
程
に
媒
介
さ
せ
な
が
ら
、

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
杢
性
格
を
、
そ
の
固
有
性
に
お
い
て
追

求
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
な
か
づ
た
が
た
め
に
、
名
問
答
革
命
の
指

導
的
観
念
と
そ
の
構
造
的
異
質
性
と
の
機
能
的
聯
闘
が
問
題
と
さ

れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
お
経
梼
開
学
の
側
面

か
ら
、
ロ

y
ク
の
重
商
主
義
的
立
場
と
労
働
財
産
設
の
問
題
が
古

典
経
構
事
形
成
史
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
名
春
革
命
の
経
詩
的
政
治
的
構
造
と
ロ

y

ク
の
自
然
櫨
思

想
(
生
命
・
自
由
・
財
産
)
と
の
闘
蓮
と
し
て
、
豆
観
的
に
は
こ

の
第
二
の
問
題
に
踊
蓮
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
の
問
題
に
づ
い
て
は
、
私
が
さ
き
に
護
表
し
た
「
ロ

y

ク

に
お
け
る
近
代
政
治
思
想
の
形
成
と
そ
の
展
開
(
法
拳
志
林
・
第
五

十
品
位
・
第
二
一
一
波
)
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
の
樺
カ
日
政
治
正
統
論

の
基
一
昨
配
念
と
し
て
の
《
自
然
》
観
念
の
形
成
、
構
造
、
機
能
を

論
じ
た
折
、
そ
の
内
在
的
統
一
性
を
解
糧
事
的
操
作
に
よ
り
明
ら
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円

'

円

。

o
u

か
に
ナ
る
こ
と
を
こ
こ
る
み
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
擢
力
日
政
治
機
構
論
の
形

成
を
焦
黙
と
し
た
が
ら
、
第
二
の
問
題
へ
の
手
が
か
り
を
え
て
み

た
い
と
お
も
う
。

51 

(

1

)

の
・
。
・
民
回
同

ou--
一司
C
H
H
片山口目、]司

Z-o田C
H
M
一E
O国
暗
号
〈

-op-
一HAV
さ・

ガ

-NE-
馬
場
啓
之
助
・
経
済
拳
の
哲
事
的
背
景
・
一
九
五
三
年
・

八
二

l
一
一
一
頁
。
な
お
セ
イ
パ
イ
シ
も
ロ

y

ク
の
「
哲
拳
的
綬
昧
性

m
w
B
ず
目
的
邑

2
2」
と
題
し
て
「
自
然
棋
は
と
の
方
法
(
エ
シ
ピ
リ
シ

ズ
ム
|
引
用
者
)
に
よ
っ
て
透
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た

ロ
y

ク
の
舟
一
具
概
念
否
定
。
の
ち
は
会
浬
と
し
て
批
判
さ
れ
ず
に
ナ

ま
す
と
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
」
と
の
べ

て
い
る

o
(
C
-
国
-
∞
m
w
H
U
E
P
K
戸
出
町

g
q
c同
旬
。
日
目
立
口
mw
】
斗
町
。
C
H
M
J

H
叩
h
r
y
H
U

・
h
玄
叩
・
)

(

2

)

と
と
で
基
礎
概
念
と
し
て
、
私
が
意
味
し
て
い
る
も
の
は
、
会

思
想
に
統
一
的
蓮
闘
を
あ
た
え
る
範
時
的
観
念
で
あ
る
。
と
の
基
礎

概
念
は
よ
り
殻
密
に
は
債
値
観
念
と
機
導
観
念
と
に
匝
別
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。
債
値
観
念
は
、
特
定
の
祉
舎
構
造
な
ら
び
に
そ
ζ

に
お

け
る
政
治
権
力
の
、
思
想
な
い
し
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
白
飛
躍
の
基
礎

を
な
す
償
値
意
識
日
モ
ラ
ル
の
概
念
的
結
日
間
核
で
あ
り
、
開
制
導
概
念

と
は
、
こ
の
債
値
観
念
を
基
礎
に
岡
山
想
内
在
的
範
障
と
し
て
機
能
し
、

思
想
の
論
理
的
展
開
過
程
を
制
約
す
る
観
念
を
い
う
。
そ
し
て
と
白

思
想
内
在
的
な
範
時
的
制
約
関
係
H
方
法
を
「
論
理
構
成
」
と
し
て

名
春
草
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ

y

ク

表
現
し
た
o

す
な
わ
ち
ア
プ
ロ
ー
チ
の
《
方
法
》
は
理
論
。
内
在
的

展
開
を
規
制
ナ
る
論
現
に
柑
神
化
す
る
白
で
あ
る
。
な
お
と
り
債
依
観

念
と
機
導
観
念
と
の
論
理
的
区
別
は
、
た
と
え
ば
マ
ル
ク
ス
に
お
い

て
は
、
史
的
唯
物
論
に
も
と
づ
く
《
人
間
的
解
放
》
の
概
念
と
《
向

日
間
》
の
範
隠
と
の
論
理
連
閥
と
し
て
方
法
論
上
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
〈
る
の
で
あ
る
が
、
ロ

y

ク
に
お
い
て
は
こ
の
二
つ
の
概
念
が
印

ー
白
的
に
《
自
然
》
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
指

摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
前
掲
・
拙
稿
・
第
二
援
・
四
四
頁
・
註

m参
照
。

(

3

)

最
近
ゴ
ォ
ア
が
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
タ
ク
の
政
治
折
口
拳
」
〕
C
げロ
F
C
B

ロ]向。祖国

H
Y
)
-
比一

E
目
当
ロ
宮
田
DHν

げ》

J
5
2・
の
第
一
論
文
「
自
然
法
」

に
お
い
て
、
未
刊
行
ラ
テ
シ
語
草
稿
(
一
六
六

O
l六
四

年

に

執

筆
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
間
苧
出
版
局
で
英
諜
刊
行
準
備
中
)
に
み

ら
れ
る
自
然
り
光

-250ロ
ロ

P
E
S
-
o
の
概
念
を
中
心
に
、
こ
の

方
法
の
非
矛
盾
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
観
念
の
会
論
四
時
構
成

に
お
け
る
カ
テ
プ

F
Y
ジ
ユ
な
意
味
に
ま
で
問
題
を
展
開
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
と
の
プ
オ
フ
に
よ
り
な
が
ら
、
サ
イ
モ

y
が
と
り
矛

盾
を
意
識
的
に
と
り
あ
げ
、
そ
の
一
一
放
を
結
論
づ
け
て
い
る
が
、
と

れ
は
合
現
論
と
経
験
論
の
二
元
論
と
し
て
方
法
的
に
一
貫
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
己
、
し
た
が
っ
て
問
題
は
む
し

ろ
逆
轄
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

0
2・
巧
・
民
・

2
B
c
p

」

C
げ口

F
C
口町
C

可
げ
戸
2
8
]
U
げ
M
v
p
ロ
ロ
で
己
{
片
山
口
p
-

↓E
O
D
H
U
J
u
r

k
r
B
O江
口
柏
戸
口
句
C
H
】片山口色

ω色
。
ロ

g
問
。
丘
A
v
t
F

ぐ
む
「
M
門下ぐ・

z
c
-
N
W
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一

橋

論

叢

第
三
十
二
容

第
五
競

同
唱
M
N
・

理
に
た
い
す
る
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
ル
な
存
在
と
し
て
、
す
な
わ

ち
自
由
と
財
産
の
秩
序
た
る
《
市
民
枇
舎
》
の
道
具
・
機
棟
と
し

て
、
副
次
的
意
義
に
お
い
て
の
み
把
握
さ
れ
、
市
民
社
舎
の
自
律

性
へ
の
《
自
然
》
的
確
信
を
基
礎
に
、
市
民
社
舎
と
間
家
の
二
元

論
が
貫
徹
さ
れ
、
あ
る
意
味
で
は
も
っ
と
も
《
非
政
治
的
》
な
政

治
・
園
家
理
論
を
形
成
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
自
然

法
・
自
然
様
の
観
念
に
よ
っ
て
聖
化
さ
れ
た
生
命
・
自
由
・
財
産

を
基
瞳
と
す
る
非
政
治
的
た
論
理
構
成
の
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
何
よ

り
も
静
態
的
た
法
秩
序
優
位
の
思
想
と
し
て
組
み
た
て
ら
れ
、
そ

三
に
必
然
化
さ
れ
た
擢
力
機
構
の
ル
ー
ル
化
H
手
積
化
と
あ
い
ま

っ
て
、
ロ
ッ
グ
の
理
論
は
市
民
的
自
由
主
義
国
家
像
た
い
し
立
憲

主
義
的
権
力
構
成
原
理
の
源
流
と
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
政
治
的
思
考
は
、
権
謀
術
数
と
い
う
一
言
葉
で
有
名
た
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
ニ
?
コ
ロ
・
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
に
よ

ロ
ッ
ク
の
思
想
史
的
位
置
と

政
治
機
構
論
の
形
成

テ
司
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
通
常
、
古
典
的
市
民
政
治
理
論
の
形
成

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
精
神
の
立
場
の
徹
底
的
革
命
」
(
へ

ー
丸
山
に
よ
る
連
語
的
論
理
の
完
徹
|
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の

成
立
ー
ー
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
《
自
然
》
の
観
念
の
成
熟
と
、

そ
れ
を
基
礎
と
す
る
自
然
欣
態
↓
自
然
擢
↓
社
合
契
約
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
ロ

y
グ
の
市
民
社
合
H
園
家
理
論
は
、
つ
ぎ
の
十
八

世
紀
・
啓
蒙
の
世
組
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
み
た
ら
ず
、
全
ヨ

1

ロ
y
バ
的
ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
て
繕
受
、
護
展
せ
し
め
ら
れ
、
直

接
間
援
に
ア
メ
リ
カ
調
立
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
イ
デ
太
ロ
ギ
ッ
シ

ュ
た
推
進
力
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、
市
民
的
生
活
慎
値
た
る
生
命
・

自
由
・
財
産
の
確
立
が
・
自
然
法

n
自
然
断
げ
観
念
に
よ
っ
(
け
一
霊

化
さ
れ
、
そ
の
杢
論
理
構
成
の
ア
ン
フ
ァ
ン
グ
に
設
定
さ
れ
た
。

園
家
闘
係
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
的
秩
序
原
理
1

1
個
人
的
自
由
と

財
産
の
檀
系
と
は
、
直
則
さ
れ
た
、
し
か
も
こ
の
市
民
的
秩
序
原

っ
て
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
に
お
け

る
政
治
思
想
、
ま
た
中
世
に
お
い
て
は
、
教
櫨
と
世
俗
楼
の
封
立

を
含
ん
だ
と
は
い
え
、
中
世
的
イ
デ
オ
官
、
キ
I
の
上
極
と
し
て
の

紳
事
思
想
、
下
極
た
る
多
元
的
閉
鎖
的
中
間
共
同
種
内
部
の
侍
習

的
思
考
も
、
本
質
的
に
は
、
ゾ
l
オ
ン
・
ポ
リ
テ
イ
コ
ン
の
思
考

262 
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で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
舎
に
お
け
る
異
質
性
よ
り
も
祉
舎
の
等

質
性
を
前
提
と
し
た
非
政
治
的
た
、
し
か
も
政
治
的
関
連
が
同
時

e

に
経
構
的
基
礎
の
み
た
ら
ず
意
識
形
態
に
お
い
て
も
、
杢
吐
合
関

係
を
杢
瞳
と
し
て
統
一
的
に
内
匂
す
る
よ
う
た
思
考
形
態
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
前
期
的
資
本
の

活
動
を
背
景
と
し
て
偉
統
的
秩
序
、
な
い
し
倫
理
が
崩
壊
の
過
程
に

あ
り
、
さ
ら
に
絶
封
主
義
へ
の
傾
斜
を
ふ
く
ん
だ
、
こ
の
動
乱
の

ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
り
は
博
統

的
思
考
た
い
し
モ
ラ
ル
を
超
え
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
治
的
思
考

の
論
理
を
樹
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
た
わ
ち
そ
の
政
治
的
思

考
は
、
ま
ず
第
二
、
動
的
た
政
治
献
況
の
思
考
と
し
て
|
|
瓦
・

フ
ラ
イ
ヤ
I
の
言
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
「
政
治
的
た
力
の
揚
の
構

遺
」

2
2官
母
印

2
3
5出品
g
p
t
H
Eお
の
《
必
要
》

β
2
8前
日
広
が
客
観
的
に
強
制
す
る
政
治
技
術
的
A
口
理
性
の
思
考

と
し
て
貫
徹
さ
れ
、
づ
い
で
第
こ
に
は
樺
カ
倫
理
の
高
昇
(
通
常

と
れ
ば
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
H
園
家
理
性
の
観
念
と
結
び
づ
け
ら
れ
て

い
る
)
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
じ
か
し
た
が
ら
と
の
マ

キ
ア
グ
ェ
ル
リ
的
政
治
思
考
は
、
権
力
献
況
の
動
態
性
を
前
提
と

し
た
が
ら
も
、
い
ま
だ
近
代
的
意
味
に
お
け
る
治
者
と
被
治
者
、

ふ
名
血
管
革
命
@
イ
デ
オ
回
ギ

1
構
造
と
p

p

p
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支
配
と
服
従
、
努
力
と
自
由
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
を
充
分
自
莞
的
に

提
出
す
る
と
と
は
で
き
た
か
っ
た
。
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
の
思
考
の

基
軸
的
観
念
は
、
樺
カ
と
自
由
を
直
接
無
媒
介
的
に
統
一
し
て
い

る
古
代
官

1

マ
的
危
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
乱
立
応
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
彼
は
ま
た
古
代
復
興
|
|
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
解
理
論
上
問

題
と
さ
れ
る
共
和
主
義
者
マ
キ
ア
グ
ェ
ル
リ
と
君
主
主
義
者
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
ル
リ
の
封
立
も
、
殺
に
お
い
て
は
即
自
的
に
自
同
化
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
た
、
伎
の
政
治

的
思
考
は
、
特
定
の
祉
合
・
生
産
関
係
に
お
い
て
成
熟
し
た
モ
ラ

ル
を
媒
介
と
し
友
い
(
動
乱
の
過
渡
期
ル
ネ
サ
ン
ス
日
)
、
ナ
た
わ

ち
E
続
性

F
品
目
注
目
立
九
芹
の
原
理
を
基
礎
に
も
た
な
い

l
ー
そ
の

意
味
で
は
ま
た
抽
象
的
た
|
|
樺
力
の
思
考
に
と
ど
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
他
方
、
そ
の
指
向
性
を
ま
っ
た
く
異
に
し
た
が
ら
も
ル
ネ

サ
ン
ス
と
お
た
じ
く
封
建
制
の
危
機
を
背
景
と
し
て
、
嘗
時
の
支

配
的
た
意
識
形
態
で
あ
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
内
在
的
に
批
剣
(
ル

ネ
サ
ン
ス
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
新
し
い
文
化
原
理
の

封
置
と
い
う
外
在
性
を
も
の
J

)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
イ

デ
定
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
た
契
機
と
し
て
大
衆
的
た
ェ
、
不
ル
ギ
ー
を
暴
護
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せ
し
め
え
た
宗
教
改
革
す
た
わ
ち
ク
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
一
ア
イ
ス

ム
ス
も
、
そ
の
《
政
治
像
》
に
お
い
て
は
中
世
的
構
成
を
一
歩
も

で
て
い
た
か
ヮ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
た
い
で
あ
ろ
う
。

問
題
史
的
意
味
に
お
い
て
、
権
力
と
自
由
と
い
う
近
代
に
固
有

た
《
政
治
》
的
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
は
、
中
世
一
世
舎
に
お
け
る
多
元
的

た
自
然
秩
序
を
打
破
し
た
が
ら
登
場
し
て
く
る
結
封
主
義
樺
カ
形

成
の
過
程
に
お
い
て
自
畳
さ
れ
て
き
た
。
す
た
わ
ち
一
方
に
お
け

る
主
樺
観
念
の
構
成
と
他
方
に
お
け
る
抵
抗
擢
理
論
の
形
成
と

し
て
。

(
I
〉
ボ

l
ダ
ン
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
主
樺
理
論
は
、
成

熟
し
の
ノ
ク
あ
る
絶
封
主
義
園
家
権
力
を
、
紳
率
的
普
遍
主
義
秩
序

と
奮
来
の
多
元
的
共
同
瞳
規
制
(
封
建
枇
舎
に
お
け
る
貫
質
的
規

制
原
理
)
と
の
壁
方
に
た
い
し
て
、
排
詮
し
た
の
で
あ
り
、
主
楼
的

存
在
と
し
て
の
圏
家
樺
カ
を
最
高
・
絶
封
た
も
の
と
規
定
し
た
の

で
あ
っ
た
。
(

E

)

他
方
、
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
等
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

た
抵
抗
樺
は
、
そ
の
理
論
の
構
成
に
お
い
て
は
等
挨
園
家
的
意
味

に
お
け
る
王

B
M
と
人
民
(
圏
鰻
)
ち
ゅ
己

5
と
の
二
元
的
封

立
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
、
そ
の
貴
盟
に
お
い
て
は
封
建
貴
族
の

既
得
特
櫨
の
擁
護
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
観
念
の
展
開
の
過
・

程
に
お
い
て
、
王
と
人
民
と
の
二
元
的
相
闘
闘
係
よ
り
も
、
む
し

ろ
主
韓
的
な
人
民
の
樺
利
に
ま
で
問
題
が
轄
換
せ
し
め
ら
れ
て
い

う
た
。
じ
か
し
た
が
ら
、
い
ず
れ
も
、
権
力
と
自
由
、
治
者
と
被

治
者
の
問
題
の
一
方
の
み
を
ポ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
友
意
味
で
尖
鋭
化
せ

し
め
た
に
と

E
ま
り
、
こ
の
封
極
を
統
一
的
に
内
包
し
て
い
る
近

代
的
な
《
圏
家
》
像
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

も
ま
た
こ
の
樺
力
と
自
由
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
を
統
一
的
に
把
握
せ

し
め
う
る
正
統
性
の
根
擦
と
し
て
の
秩
序
原
理
も
い
ま
だ
未
成
熟

ー
ー
と
の
秩
序
原
理
は
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
市
民
吐

舎
の
形
成
と
そ
の
モ
ラ
ル
の
高
昇
を
基
礎
と
し
て
、
祉
舎
の
統
一

的
再
生
産
過
程
を
反
映
す
る
自
然
法
思
想
と
し
て
得
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
ー
ー
で
あ
ヮ
た
。

こ
の
方
向
へ
の
一
歩
前
進
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
一
な
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
の
ド
ラ
ス
チ
y
ク
な
解
決
は
ホ

y
ブ
ズ
に

よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
お
い
て
、
オ

ラ
ン
ダ
商
業
資
本
を
背
景
と
す
る
所
有
の
問
題
を
媒
介
と
し
て
、

周
知
の
ご
と
く
理
性
H

自
然
法
に
決
定
的
た
近
代
的
轄
換
が
友
さ

れ
、
権
力
と
人
民
と
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
は
権
力
の
共
通
的
主
盟

主

え

8
5
2
β

と
固
有
の
主
韓

m
丘
2

官
。
れ
と
の
闘
係

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
融
和
が
試
み
ら
れ
た

2M 
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が
、
し
か
し
統
一
的
閤
家
像
へ
と
撰
集
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
宏

か
っ
た
。
こ
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
へ
の
解
答
の
決
定
的
段
階
は
、
ホ

ッ
プ
ズ
に
よ
っ
て
、
寓
人
に
た
い
す
る
寓
人
の
闘
争
↓
吐
合
契
約

↓
リ
グ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
形
成
と
い
う
論
理
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
も

た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
た
が
ら
と
の
ホ
ッ
プ
ズ
に
お
い
て
も
、
主

髄
的
人
民
の
登
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
人
民
の
平
和
の
た
め

に
構
成
さ
れ
た
全
能
た
園
家
が
人
民
を
塵
殺
し
、
社
合
契
約
に
お

い
て
自
然
法
は
自
然
楼
を
否
定
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
と
に
み
た
よ
う
た
近
代
政
治
思
想
史
に
お
け
る
問
題
展
開
の

過
程
は
、
官
?
ク
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
前
述
の
ご
と
き
論
理
構

成
に
工
っ
て
、
市
民
的
解
答
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
ロ
ッ
ク
が
そ
の

後
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
政
治
思
想
の
展
開
に
あ
た
っ
て
決
定
的
意
味
を

有
す
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
黙
に
お
い
て
で
あ
る
。

自
然
朕
態
に
お
い
て
自
然
樺
を
享
有
す
る
自
己
完
結
的
た
個

人
、
そ
の
個
人
の
自
然
櫨
の
貫
瞳
的
基
礎
と
た
る
《
勢
働
》
に
と

も
た
う
所
有
権
の
確
立
、
自
然
楼
を
相
互
に
調
和
的
に
規
制
す
る

自
然
法
の
支
配
、
さ
ら
に
・
自
然
櫨
の
擁
護
と
自
然
法
の
賓
殺
性
の

確
立
の
た
め
に
、
合
意
に
よ
る
道
具
と
し
て
の
政
府
の
創
設
(
祉

舎
契
約
)
。
こ
の
よ
う
に
権
力
と
自
由
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
は
、
自

名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ
タ
タ

然
法
の
観
念
を
基
軸
と
す
る
論
理
蓮
闘
に
お
い
て
、
自
由
に
た
い

す
る
棲
力
の
コ
ロ
ラ
リ
I
化
と
し
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
た
ロ
ッ
ク
の
政
治
理
論
・
間
家
観
は
、

(

I

)

論
理
内
在
的
に
は
、
窮
極
の
貫
在
を
《
個
》
と
み
た
す
近

代
的
ノ
ミ
ナ
リ
ズ
ム
1

1
原
子
論
的
・
機
横
論
的
経
験
論
哲
事
の

思
考
方
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
そ

れ
に
と
も
た
つ
て
枇
合
関
係
の
前
近
代
的
責
憧
性
の
否
定
と
園
家

の
機
構
化
も
は
じ
め
て
可
能
と
た
る
こ
と
が
で
き
た
(
ホ
ッ
プ
ズ

に
お
い
て
も
園
家
は
佐
合
契
約
設
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
機
棟
論

的
構
成
物
日
人
魚
的
物
睡
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
験
論

哲
皐
に
お
け
る
八
f

子
の
自
己
完
結
性
の
理
論
の
未
成
熟
|
|
分
子

運
動
の
形
態
率
的
ア
プ
ロ
け
チ
!
ー
の
た
め
、
と
の
人
魚
的
物
糟

と
し
て
の
園
家
は
《
道
具
》
と
し
て
よ
り
も
人
民
の
す
べ
て
を
吸

牧
し
タ
く
す
内
費
的
な
賓
在
日
地
上
的
神
宮
。
え
色
の
。
仏
と
し

て
把
え
ら
れ
た
)
。

(

E

)

し
か
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
解
決
方
法
は
、

市
民
階
級
一
般
(
こ
こ
で
は
各
園
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
不
均
等
愛

展
た
い
し
歴
史
的
護
展
形
態
を
一
膝
捨
象
す
る
)
の
擢
力
の
存
在

形
態
に
よ
っ
て
も
必
然
化
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
市
民
階
級
は
何
よ
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第
三
十
二
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第
主
務

り
も
ま
ず
私
的
階
級
官
守
旦
忠
告
-
仏
で
あ
る
。
市
民
社
舎
は
、
個

個
人
の
慾
堅
の
法
則
に
基
礎
を
お
く
と
こ
ろ
の
、
非
政
治
的
友
経

樺
的
必
然
に
よ
っ
て
結
合
す
る
枇
舎
で
あ
っ
て
、
公
的
な
園
家
か

ら
二
廃
論
理
的
に
は
匝
別
さ
れ
る
私
的
吐
舎
と
し
て
存
在
す
る
。

市
民
階
扱
の
楼
力
は
、
絶
封
主
義
閑
家
を
も
ふ
く
め
て
封
建
的
権

力
に
お
け
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
政
治
的
危
楼
力
(
超
越
的
債
値

に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
た
経
韓
外
強
制
日
)
と
は
質
的
に
異
っ

た
、
本
質
的
に
は
経
横
的
祉
舎
に
お
け
る
非
政
治
的
構
カ
で
あ
る
。

市
民
階
殺
の
楼
力
は
、
直
接
的
に
政
治
的
櫨
力
で
あ
る
の
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
経
漕
的
樺
力
の
政
治
的
意
義
が
問
題
と
恥
問
。
こ

の
意
味
で
絶
封
主
義
圏
家
に
た
い
す
る
市
民
階
殺
の
革
命
的
闘
争

は
、
嘗
困
家
櫨
カ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
(
立
憲
主
義
型
コ

l
ス
)
な

い
し
は
蕎
岡
家
楼
力
の
打
破
に
と
も
な
う
新
園
家
権
力
の
樹
立

(
関
民
主
権
型
コ
I
ス
)
と
い
う
い
ず
れ
の
過
程
を
と
る
に
せ
よ
、

《
財
産
》
の
擁
護
|
|
資
本
主
義
的
私
的
所
有
と
資
本
の
運
動
法

則
の
貫
徹
|
|
!
の
た
め
の
闘
争
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
非
政
治
的
擢

カ
の
政
治
化
と
し
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

園
民
園
家
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
自
己
の
運
動
法
則
を
貫
徹
し
た

市
民
吐
舎
は
、
経
時
倒
的
基
礎
過
程
の
把
握
を
前
提
と
し
て
、
モ
ラ

ル
に
お
い
て
も
自
律
的
な
吐
舎
と
し
て
、
義
母
た
る
結
封
主
義
園

家
と
封
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
性
は
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
意
識
」
に
お
い
て
は
市
民
世
舎
と
園
家
の
匝
別
・
二
元

的
封
立
と
し
て
把
握
さ
れ
て
く
る
。
前
述
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
は
こ

の
二
元
論
を
背
景
と
し
て
歴
史
的
に
成
立
す
る
そ
れ
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
こ
で
論
を
ま
た
た
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
私
的
H

市
民
的
生
活
と
公
的
園
家
関
係
の
分
離
は
、
貫
質
的
生
活
債
値
の

私
的
生
活
領
域
へ
の
還
元
と
相
ま
っ
て
、
園
家
の
機
構
化
を
完
成

す
る
こ
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
(
絶
封
主
義
園
家
に
お
け
る
間
家

点
以
る
モ
ラ
ル
の
調
占
と
超
越
的
困
家

A
Aの
強
制
的
配
給
と
に

封
比
)
。
園
家
は
論
理
的
に
は
市
民
社
舎
外
的
な
存
在
と
し
て
、
む

し
ろ
コ
ン
ペ
ン
、
ν
ョ
ナ
ル
た
(
約
束
上
の
)
構
成
物
に
韓
化
し
た
。

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
と
の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
ず
一
位
舎
契
約
に
よ

っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
自
律
的
友
市
民
社
舎
の
櫨
カ
の
園
家
機
構
へ

の
信
託
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
ま
た
と
こ
か
ら
F

ロ
ッ
ク
の
有
名
た
革
命
楼
の
理
論
も
登
場
し
え
た
。
こ
と
で
は
園

家
機
構
は
可
費
的
な
存
在
に
韓
化
し
、
君
主
は
中
世
的
な
契
約
誌

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
意
味
で
の
政
治
社
合

σ。
印
可
甘
え
庄
の
の
本

質
的
な
要
素
で
は
た
く
、
吐
合
契
約
に
よ
っ
て
全
躍
と
な
っ
た
人
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民
の
機
関
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
政
府
の
解
消
を
論
じ
よ
う
と
す
る
人
は
、
ま
ず
第
一
に
吐
・

舎

ω
2
5
q
の
解
消
と
政
府

C
0
4
2
0医
師
尽
の
解
消
と
を

直
別
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
C
C
4
・口・

m
N
H
H
H
m
R
C
目己

凶，

g
p注
目
ゆ
え
の
守
口
の
042HHHHHσ
巳
・
陥
N
N
O

の
略
。
以
下

ロ
ッ
ク
は
A
J

ぎ
の
ご
と
く

同
じ
。
)

「
政
府
が
解
消
す
れ
ば
、
人
民
は
自
由
に
丘
ば
ぴ
叩
ユ
司
、
彼

等
の
安
全
お
よ
び
義
口
に
と
ヨ
て
最
良
と
考
え
る
が
ま
ま
に
、

人
間

HV2gEま
た
は
政
抽
涯
を
費
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
は
雨
者
と
も
費
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
の
も
の
と
は

臭
る
新
し
い
立
法
府
を
彼
等
自
身
の
た
め
に
設
立
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
吐
舎
は
他
の
何
も
の
の
溶
度
に
よ
っ

て
も
、
そ
の
祉
舎
が
そ
れ
自
身
を
安
全
な
ら
し
む
る
た
め
に

有
し
て
い
る
生
れ
た
が
ら
の
、
か
づ
基
本
的
た
権
利
甘

Bm

g-tgp目白
2
G
g色
立
m
H
H
H
け
を
決
し
て
失
う
も
の
で
は

‘
な
い
か
ら
で
あ
る
し
。
へ
の
。
J
1

・
ロ
-
m
N
N
C
)

し
か
も
、
公
的
閤
家
か
ら
市
民
的
、
私
的
一
位
舎
が
直
刑
さ
れ
た

と
と
は
、
倫
理
問
宇
や
経
商
事
か
ら
直
則
さ
れ
る
意
味
で
の
政
治
問
宇

名
著
革
命
@
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ
ッ
ク

，.t..o...:J品品

を
可
能
な
ら
し
め
う
る
濁
自
の
封
象
領
域
が
論
理
的
に
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
と
た
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
政
治
構
力
の
吐
舎

内
在
的
《
排
詮
論
》
|
|
前
述
し
た
ご
と
く
園
家
機
構
と
直
則
さ

れ
た
《
吐
合
》
の
出
現
に
よ
り
、
政
治
権
力
の
↓
粧
品
問
内
在
的
機
能

を
問
題
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
排
誼
論
は
も
は
や
何
ら
の

超
越
的
原
理
と
も
結
び
づ
き
え
な
い

lilた
ら
び
に
闘
家
な
い
し

楼
力
の
《
機
構
論
》
が
可
能
と
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま

た
、
こ
の
政
治
機
構
論
の
成
立
は
、
お
た
じ
社
合
契
約
設
の
系
譜

に
お
い
て
、
困
家
櫨
力
の
形
成
H
正
統
論
の
み
を
前
面
に
お
し
だ

し
て
い
る
ホ
ッ
プ
ズ
、
ル
ソ
ー
に
た
い
す
る
ロ
ッ
ク
の
決
定
的
優

位
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

(

1

)

当
・
吋
・
出
品
。
「
〈
C
H
H
O
田
口
口
相
官
口
出
ヴ

R
a
w
の。出口町
H

ロ
F
Z

円
凶

R
H
V
E
H
c
g
H
U
E
F
a
z
?
出
。
ロ
目
白
血
w

同唱。∞咽
mw-
申

HNE

(

2

)

ロ
y

ク
は
、
自
然
法
と
自
然
様
の
異
質
的
野
立
を
設
定
し
た
ホ

タ
プ
ズ
と
は
異
な
り
、
自
然
様
の
具
盤
的
内
容
は
、
ま
た
自
然
法
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
、
客
観
秩
序
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

ロ
ッ
ク
は
「
自
己
保
存
」
目
。
民
雪
g
R〈
伊
豆
D
口
と
い
う
主
樫
的
な
自

然
棟
。
内
容
を
、
基
本
的
に
し
て
神
事
不
可
侵
の
法
と
み
な
し
て
い

る
が
(
の

CJw-F
申

E
3、
こ
れ
は
市
民
的
生
活
債
値
の
一
騒
の
客

観
的
な
成
熟
と
安
全
と
を
反
映
し
た
も
白
で
あ
る
。
な
お
λ

ト
ア
な
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一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
二
巻

第
五
毅

い
し
ス
コ
ラ
の
前
近
代
的
自
然
法
、
さ
ら
に
近
代
の
大
陸
型
の
自
然

法
と
、
ホ

y
プ
ズ
、
ロ

y

ク
か
ら
ア
メ
リ
カ
濁
立
宣
言
に
い
た
る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
革
命
型
の
自
然
法
を
直
別
ナ
る
の
は
、
こ
の
自
然
様
概
念

の
主
鐙
的
形
成
で
あ
る
と
と
を
と
こ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(

3

)

通
常
、
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
そ
の
理
論
の
安
協
性
、
二
菌
性
、
非

論
理
性
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
と
こ
に
略
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
基

礎
概
念
日
論
理
構
成
の
近
代
的
旋
悶
を
カ
テ
主

p
y
ジ
ユ
な
意
味
で

と
ら
え
る
こ
と
り
で
き
な
い
ば
あ
い
、
安
協
性
等
弁
を
問
題
に
す
る

と
と
、
そ
れ
自
慢
が
ナ
シ
セ
ン
ス
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
問
題
は

本
稿
第
三
節
で
の
べ
る
よ
う
に
《
妥
協
》
的
と
い
わ
れ
る
名
春
革
命

に
づ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(

4

)

口
y

ク
は
|
|
自
由
・
平
等
で
自
律
的
な
個
人
の
登
場
、
と
の

伺
人
の
内
在
的
必
然
性

H
欲
望
の
法
則
に
も
と
づ
〈
鮭
舎
的
結
合
と

い
う
《
市
民
社
合
》
ロ
守
口
imDロ
円
。
々
、
母
国
幽
民
的
共
同
樫
》

g
B
B
CロE

巧
o
p
-
5
0
観
念
を
成
熟
せ
し
め
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
が
ら
、

と
の
枇
曾
の
基
動
力
た
る
資
本
の
運
動
法
則
↓
生
産
一
カ
の
樫
系
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
想
到
す
る
ζ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ロ

y
ク
に
お

い
て
は
《
持
働
》
に
と
も
な
う
私
的
所
有
の
成
立
と
貸
幣
を
媒
介
と

す
る
所
有
の
姉
、
大
に
つ
い
て
の
観
念
、
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
生
産
的
舵
労
働
一
般
な
い
し
有
用
的
持
働
が
定
位
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
っ
て
、
資
本
と
賃
納
骨
働
と
の
野
立
の
問
題
は
瀬
在
化
し
て
い

な
い
。
そ
れ
は
産
業
革
命
前
夜
に
お
け
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
《
経

済
》
拳
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

(

5

)

国
・
吋
同
町
可
。
一
吋
晴
嵐

m
g
E
Pぐ
O
E
〔冨
OU10H田
内
-
o
E
O
出血
HHa)戸
口

HMU

同

ω〕
い

{

屯

ω
∞w
お
-
A
F
m
ψ

・

(

6

)

民
・
の
円
。
片
山
口
出
切
り
白
』

5
・0
切
O
同
日
目
白
口
司
白
口
F
H
m
N
M
・
4
。
-
-
F

H
H
F
『
・
(
邦
議
・
第
一
巻
・
四
回
頁
)

(

7

)

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
理
論
は
爽
雑
物
お
お
く
論
環
的
に
一
貫
し
た

立
論
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
わ
が
図
で
も
著
名
な
自

然
法
思
想
の
近
代
的
韓
同
の
み
な
ら
ず
、
重
要
な
意
味
を
も
づ
も
り

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

8

)

ロ
タ
ク
の
一
位
舎
契
約
設
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
・
第
七
節

(
一
枇
舎
契
約
設
の
必
然
性
と
そ
の
政
治
的
意
義
)
を
参
照
。

(

9

)

同
?
の
虫
色
BHw
同WH}円。ロロ
E
H由匂円。
σ
H
o
g
-
S
N
N
u
出
ロ
・
口
・
∞
-

会・

4
〈

-
E
-
5
0
u
J
E
O
司
ロ
ロ
]
註

g
n円O
H
k
r
三
F
H
C
H
U
G
-
c
m
S
E

C
O
H
H円
ロ
ロ
ロ
円
。
。
由
民
・
ロ
ロ
P

H
吋
・
』
F
F・-口
u

の
E
P
E
S
-
w
同
法
-

H
Y
同唱]{品
-m-
品血。内・

(

叩

山

)

〈

mz・
4
司
・
司
・
同
omo--
の

E
ロ
色
ロ
E
口
白
O吋
可

E
C田
D
Zぽ

a
g
H
N
Oロ
伊
丹
少
申

u
o
h
f
な
お
マ
ル
ク
ス
は
「
図
家
の
郎
自
的
に
存
在

す
る
諸
国
遍
を
市
民
社
舎
の
特
殊
的
な
〔
私
的
〕
利
径
と
欲
求
に
封
立

せ
し
め
」
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
へ

1
ゲ
ル
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
問

題
性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
一
位
舎
に
お
け
る
「
政
治
図

家
と
市
民
枇
舎
の
分
離
」
の
本
質
的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
(
ヘ

ー
ゲ
ル
図
法
事
批
剣
・
改
造
社
版
マ
ル
ク
λ

・
エ
シ
ゲ
ル
ス
全
集
・

第
一
巻
・
三
三
三
頁

1
三
三
七
頁
)
。

(
日
)
絶
品
到
主
義
図
家
の
成
立
は
、
他
方
中
世
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
普
遍
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59 

教
舎
を
分
断
し
、
キ
リ
ス
ト
教
は
図
民
化
、
図
家
化
さ
れ
て
、
図
家

的
教
舎
(
ロ
E
H日

Cロ
PH
口
HHHHBYFFHH《凶
g
E
B
H
H
O
)
を
成
立
せ
し
め
、

と
れ
ら
は
思
想
警
察

E件

E
D
H
-
S
B
∞
5
8
3
r
o
-
(旨・
4

〈与

2

0
向。】
UHCHO忠
良
阿
片
山
田
ロ
げ
。
肘
同
E
W
β
ロ
a
p
u
H
の
包

2
a
o国
内
FHVHSEa

回
目
白
回
二
回
日
(
則
。
田
P
E
E
-
N
2
H
r白
色

D口回目。
N山C志
向
日

O
L・噌
mw-HaN-U

と
し
て
機
槌
し
た
。
た
と
え
ば
有
名
な
ス
ペ
イ
ン
の
宗
教
裁
判

-P

A
d
山
岳
山
岳
ロ
は
ロ

1
7
法
王
膝
の
そ
れ
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ジ
絶
品
詞

主
義
の
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
イ
ギ

F
ス
園
教
舎
の
国
掲
げ
の

CES--

agロ
も
同
様
な
機
能
を
も
づ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
白
木
の
天
皇

制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
政
治
的
機
能
に
お
い
て
は
、
お
な
じ
指
向
性
を

も
っ
て
い
た
こ
と
に
ヲ
い
て
は
論
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
セ
ク
ト
の
分
裂
の
極
端
な
ば
あ
い
は
、
と
の
よ
う
な
エ
ラ
ス
テ
ィ

ア
エ
ズ
ム
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
時
的
に
、
逆
に

J
・
ポ

ー
ダ

y
に
み
ち
れ
る
よ
う
な
セ
ク
ト
的
針
立
を
超
え
た
様
力
の
耕
詮

を
も
た
ら
ナ
と
と
も
あ
り
う
一
る
(
と
れ
は
近
代
的
寛
容
と
い
う
よ

り
も
図
家
探
性
の
立
場
に
お
け
る
イ
シ
ダ
イ
ア
ア

V

ン
テ
イ
ズ
ム
で

あ
る
)
。
し
か
し
な
が
ち
一
般
に
絶
封
主
義
穣
カ
の
存
在
形
態
の
必

然
性
か
ら
エ
ラ
ス
テ
4
ア
ユ
ズ
ム
が
貫
徹
さ
れ
る
以
上
、
ト
レ
ル
チ

も
指
摘
ナ
る
よ
う
に
、
政
治
的
自
由
の
闘
争
は
必
然
的
に
良
心
の
自

由

H
寛
容
へ
の
闘
争
と
結
び
つ
い
て
登
場
す
る
と
と
に
な
る
(
肘
・

時

g
R
8
y
切
目
。
切
出
紅
白
ロ
げ
の
ロ
旨
CHP虫
色
。
口
合
田
口
・
ロ
国
《
M

M

∞-

]
担

HHHFロ
目
白
2
広
場
山
口

H
C
g
P
E
E
-
w
〈

D--HJ〉

ω・
合
∞
戸
)
。
な
お

と
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
革
命
に
よ
っ
て
、
私
的
信
仰
H
市
民

名
春
草
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ

y
タ

-----"<.....~..; 

枇
曾
と
図
家
θ

区
別
と
い
ラ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
解
答
が
あ
た
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

(
ロ
)
ロ
ッ
ク
自
身
も
、
「
市
民
政
府
論
」
に
お
い
て
具
慢
的
に
展
開

し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
鉾
詩
論
正
機
構
論
と
の
直
別
を
白
直
覧
し
て
い

た
。
「
政
治
問
学
町
包
{
片
山
口
出
は
相
互
に
ま
っ
た
〈
臭
っ
た
一
一
つ
の
部
分

を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
図
家
の
起
源

C
E
m
E色
あ
る
い
は
政
治
機

カ
の
始
源
江
田
O
と
能
力
。
阿
H
O
E
の
問
題
で
あ
り
、
他
は
閤
家
に
お

け
る
統
治
の
技
術

P
B
の
問
題
で
あ
る
」

m
c
g
o
寸

F
Cロ
m
E
ロ
Cロ'

8
5
E
m
対

ORa-出
向
・

8
【

S
E
a
-
c
H
P
の
B
E
g
s
-
百
日
当
日
庁

(
0
0
・
HMWNω)唱

4CYHH][咽
日

)-N一
可

N-

た
お
、
ロ
タ
ク
に
お
け
る
図
家
機
構
論
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、

イ
ギ

F
ス
寧
命
の
会
遁
程
に
お
け
る
数
次
の
権
力
移
動
尺
と
も
な
、
勺

政
府
機
構
の
務
化
の
経
験
、
と
き
ら
に
営
時
の
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
耕

民
地
建
設
の
終
験
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
た
と
え
ば
口

y
タ

の
「
カ
ロ
ラ
イ
ナ
基
本
法
」
の
草
案
立
索
、
ハ

p

y
ト
y
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
「
オ
セ
ア
ナ
」
な
ど
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
終
験
は
政
治
機
構

論
の
成
虫
の
た
め
の
資
質
的
マ
テ

P
ア
ル
を
な
し
て
い
る
。

(
日
)
一
般
に
知
的
に
指
導
き
れ
る
一
枇
舎
な
い
し
岡
家
の
組
織
化
・
機

権
化
と
い
う
問
題
は
前
近
代
的
思
考
に
お
い
て
は
資
見
す
る
と
と
が

で
き
な
い
。
前
近
代
的
思
考
は
ア
ア

9
ナ
V
ズ
ム
で
あ
っ
て
所
奥
去

し
て
の
共
同
際
規
制
の
経
費
性
か
ら
社
合
開
係
が
と
ら
え
ら
れ
、
と

れ
ら
の
中
間
的
多
元
的
諸
共
同
樫
白
金
秩
序
は
、
き
ら
に
帯
同
時
の
知

肘
勢
働
の
捨
営
者
支
る
信
侶
階
級
に
よ
勺
て
、
神
的
秩
序
の
反
映
・
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流
尚
と
し
て
永
遠
化
・
翠
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
《
作
銭
》
旨

E
Zロ
の
論
理
の
形
成
は
マ
ニ
ユ
ア
ア
ク
チ
ェ
ア

の
展
開
と
他
方
に
お
け
る
紹
封
主
義
図
家
機
カ
の
ダ
イ
ナ
ミ
タ
ク
な

登
場
を
背
景
と
し
て
可
能
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
総
数
主
義

時
代
に
お
い
て
は
と
θ

作
震
の
論
理
は
超
越
的
債
値
な
い
し
資
蜂
論

的
な
闘
家
法
性
の
概
念
と
の
結
合
の
た
め
に
、
世
舎
な
い
し
園
家
の

組
織
論
・
機
構
論
と
し
て
は
完
成
し
な
い
。
と
の
組
織
論
・
機
構
論

の
成
熟
θ

客
盤
的
俊
件
は
基
居
的
な
《
市
民
世
舎
》
の
展
開
に
と
も

な
う
図
家
H
枇
舎
の
二
元
論
の
貫
徹
で
あ
り
、
主
種
的
篠
件
は
作
然

的
思
考
方
法
1
1
4貝
塚
初
は
機
械
論
的
思
考
と
し
て
登
場
す
る

1
l
i
。

形
成
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
か
か
る
論
理
と
し
て
機
能
し
え

て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
ち
習
慣
の
論
調
刊
に
よ
っ
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
閃
果
律
の
存
在
を
否

定
し
た
イ
ギ

F
ス
終
験
論
の
最
後
白
哲
撃
者

D
・
ヒ
ュ
I
ム
は
、
ま

た
、
し
た
が
っ
て
自
然
様
↓
祉
曾
契
約
に
よ
る
図
家
の
拘
象
的
構
成

に
は
反
勤
し
た
が
|
|
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
名
春
革
命
以
来
の
ホ
イ

タ
ギ
ズ
ム
樫
制
の
安
定
化
・
習
慣
化
を
禁
味
ナ
る
|
|
、
彼
は
「
政

治
撃
を
科
聞
宇
た
ら
し
め
る
た
め
に
」
吋
甘
丘
町
三
5
2
H
H
M
P可
ヴ

O
B
E

a
β

円。《ご
c
m
w
mロ
古
田
尽
に
お
い
て
、
「
特
定
の
人
間
の
偶
然
的
な
気
質

や
性
格
」
に
左
右
き
れ
な
い
政
治
組
織
の
安
定
性
、
恒
常
性
の
問
題

を
と
り
あ
げ
、
政
治
形
態
に
か
ん
す
る
思
考
は
「
数
撃
的
誇
科
事
と

同
様
に
一
般
的
で
確
賓
」
で
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
安
定

的
な
法
律
・
制
度
・
慣
習
は
専
制
図
家
と
は
具
な
り
「
自
由
な
図
家
」

に
お
い
て
の
み
、
こ
り
う
え
な
い
熱
意
を
も
っ
て
要
求
さ
れ
、
「
立

法
者
は
将
来
の
政
鴎
胞
を
す
べ
て
偶
然
に
委
ね
て
し
ま
う
べ
き
で
は
な

く
後
世
ま
で
図
事
。
蓮
轡
を
規
制
す
る
法
僅
系
を
整
備
す
べ
き
で

す
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
と
と
は
お
な
じ
〈
図
家
の
可
測
性
を
も

っ
た
非
人
格
的
機
構
化
、
手
段
化
の
思
惟
の
成
熟
ξ
み
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
(
ぽ
リ
問

mg吉
区
D
E
Y
H
U
C
E
E
E「

g
a
口
H0・

5
q
-
E唱
ヴ
日
刊
吋
・
国
・
の
H
o
o
p
S
H
N
-
H
U・
混
同
・
)

ま
た
こ
と
で
英
語
に
お
け
る
お
話
ロ
ロ
ゆ
え
暗
色
5
2
や
カ
♀
円
昨
日

g-

8
5ロ
8
と
い
う
誇
の
成
立
の
問
題
が
興
味
あ
る
も
の
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
と

が
で
き
よ
う
。
(
の
戸

0
・
Z
・
。

-R-F
円
ロ
可
。
。
ロ

2CHu--
付。
h

J

門
目
白

m
c
g色

mwロ
仏
匂
C
5
5
P
}
E
E∞
え

mcHHMC
明
白
色
】
田
町
寸
『

s
r
o吋
四

三

5
0
〉
ロ
m
E
S
H
H
〉
m
H
9
0仏
・
ヴ
可
司
・
」
・
出

g
g出

FPJF
巴
N吋
-

3・
N
H
1
8・
)

ヘ
叫
)
古
典
的
市
民
政
治
拳
は
、
と
り
意
味
で
康
史
的
に
形
成
さ
れ
た

関
家
と
一
位
舎
の
分
離
を
背
景
と
し
ち
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
近
代
政
治
事
」
の
問
題
は
、
非
政
治
的
と
定

式
化
さ
れ
た
《
市
民
社
曾
》
の
内
部
に
お
け
る
《
政
治
》
の
後
見
に

あ
る
。
と
の
と
と
は

(

I

)

ア
ト
ミ

y

ク
な
等
質
的
個
人
の
グ
ル
ー

プ
閥
係
へ
の
蹄
属
|
|
グ
ル
ー
プ
(
集
同
)
の
登
場
と
(

E

)

他
方

ア
ト
ミ
?
ク
で
合
理
的
な
人
間
像
の
崩
壊
|
|
政
治
行
動
に
お
け
る

非
合
理
的
な
も
の
の
溌
見
と
い
う
二
つ
の
相
鞠
的
問
題
性
と
し
て
意

識
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
現
在
こ
の
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
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技
術
の
愛
遣
を
背
景
と
す
る
《
マ
ス
化
》
の
現
象
と
同
時
に
虎
斑
き
れ

な
け
れ
ば
な

b
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
o

そ
し
て
ζ

こ
に
い
わ
ゆ

る
骨
骨
仲
附
な
政
治
は
骨
骨
仰
が
か

m還
流
し
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
こ
こ
に
二
元
的
野
立
を
前
提
と
す
る
従
来
の
政
治
機
構
論
は
政

治
遁
程
論
に
挑
戦
吉
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
一
位
曾
過
程
。
機
能
論
的

政
治
化
的
把
握
は
、
方
法
論
に
洗
煉
さ
れ
な
い
ま
ま
、
政
治
拳
の
嚇
剖

象
領
域
の
惜
明
大
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
問
題
に

づ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

(
お
)
園
式
化
し
て
の
ぺ
れ
ば
、
ホ

y
プ
ズ
に
お
い
て
は
抽
象
的
な
意

-
昧
で
の
園
家
機
カ
の
確
立
が
、
ル
ッ
ー
に
お
い
て
は
市
民
的
図
家
権

力
の
概
念
的
先
取
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
ロ

y
ク

は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
す
で
に
成
熟
し
て
い
る
犠
力
の
合
理
的

鉾
登
と
齢
骨
ム
仰
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

名
血
管
革
命
の
イ
デ
方
ロ
ギ
l
構
遺

61 

以
上
の
工
う
た
論
理
構
成
か
ら
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
グ
は
、
み
。
す

か
ら
も
そ
の
「
市
民
政
府
論
」
の
序
言
で
の
べ
た
よ
う
に
、
名
春

革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
レ
ジ
ー
ム
を
正
統
化
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
ロ
?
ク
の
理
論
は
、
名
春
革
命
の
ト
レ

ー
ガ
ー
た
る
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
議
舎
の
ホ
イ
ッ
グ
系
政
治
家
た

ち
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
指
導
的
た
、
そ
し
て
物
質
的
た
カ
に
ま

名
血
管
革
命
の
イ
デ
オ
国
ギ

I
構
造
と
田
タ
タ

h 一品

で
轄
化
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
は
機
能
し
え
て
い
な
か
ヲ

た
。
す
な
わ
ち
通
常
、
ロ
ヲ
ク
は
名
恐
ロ
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
l
グ
と、

し
て
解
揮
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
理
論
は
名
春
革
命
の
客

骨
骨
た
ア
ポ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
す
る
に
と
ど
ま
ワ
て
い
た
の

f

あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
名
春
革
命
の
金
構
造
か

ら
必
然
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
名
血
管
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
は
、
抽
象
的
た
自
然
穫
と
い
う
ア
ン
フ
ァ
ン
グ
を
も
っ
た
ロ

y

ク
の
論
理
構
成
か
ら
そ
の
主
導
的
償
値
観
念
を
供
給
さ
れ
て
い
た

の
で
は
た
く
、
む
し
ろ
別
個
の
債
値
観
念
に
よ
っ
て
に
た
わ
れ
て

(

1

)

 

い
た
。で

は
名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
い
か
た
る
構
遣
を
も
っ
て

い
た
か
。
そ
し
て
ア
ポ
ロ
、
キ
ー
と
し
て
の
ロ
ッ
グ
の
理
論
と
は
い

か
た
る
機
能
蓮
闘
に
た
ク
も
の
で
あ
る
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

念
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
論
理
構
成
は
、
名
巻
革
命
の
指
導
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
か
ら
弟
離
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
時
の
祉
合
的

政
治
的
情
況
か
ら
ど
の
よ
う
た
脈
絡
に
よ
っ
て
必
然
化
せ
し
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
。

名
春
革
命
は
一
六
八
九
年
の
「
擢
利
章
典
」
田
口
広
阿
古
げ
仲
間

に
よ
っ
て
そ
の
法
制
的
確
認
を
え
た
が
、
と
の
「
権
利
章
典
L

は、
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イ
ヱ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ
っ
て
す
で
に
そ
の
「
人
権
宣
言
市
〕
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
組
先
か
ら
纏
承
し
た
《
古
来
の
権
利

お
よ
び
自
由
》

S
丘
町
民
立
怠
ー
仲
間

P
白
血
ロ
げ
白

E
E
の
観
念
を
基

軸
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
権
利
章
典
」
は
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
お
よ
び
こ
の
王

閣
の
法
律
お
よ
び
自
由
を
侵
害
」
せ
ん
と
し
た
ジ
ェ

1
ム
ズ
二
世

を
攻
撃
す
る
と
と
も
に
、
十
三
項
目
に
わ
た
る
事
項
を
、
傍
侶
、

貴
族
お
よ
び
庶
民
の
「
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
」
し
か
も
「
祖
先
が
同

様
の
ぼ
あ
い
に
(
失
わ
れ
る
危
険
の
あ
る
ば
あ
い
|
|
引
用
者
)

つ
ね
に
お
と
た
っ
た
よ
う
に
」
確
立
さ
れ
る
べ
き
「
古
来
の
擢
利

お
よ
び
自
由
」
と
し
て
.
宣
言
し
、
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
迎

立
せ
ら
れ
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
十
コ
一
項
目
と
は
、
議
舎

の
法
律
承
認
棒
、
主
権
の
悉
意
的
行
使
の
制
限
、
宗
務
裁
判
所
の

禁
止
、
議
舎
の
財
政
監
替
棒
、
園
民
の
請
願
楼
、
常
備
軍
に
た
い

ナ
一
る
議
舎
の
承
認
擢
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
自
衛
権
、
議
員
選
拳

の
自
由
、
保
理
金
・
刑
罰
の
制
限
、
陪
審
制
、
裁
到
の
平
等
、
議

舎
の
開
設
に
づ
い
て
の
権
利
で
、
お
も
に
議
舎

H
U
H
-
5
5
8
H
の

権
利
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
前
記
宣
言
中
に
確
認
か
ヲ
要
求
さ
れ
た
楼
利
お
よ
び
自
由

は
、
全
般
各
別
に
、
と
の
王
園
の
人
民
の
合
府
市
開
炉
い
か
が

真
正
、
明
白
た
権
利
お
よ
び
自
由
で
あ
っ
て
、
何
人
も
ま
た

か
く
考
慮
、
確
認
、
判
断
、
思
惟
、
了
解
し
:
:
:
、
前
記
各

項
は
確
然
か
つ
巌
然
、
遵
守
保
持
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
た
い
。

百
僚
有
司
は
、
こ
と
ご
と
く
、
将
来
に
お
い
て
、
右
宣
言
に

し
た
叫
に
)
て
雨
陛
下
お
よ
び
雨
陛
下
の
継
嗣
に
奉
仕
せ
ね
ば

た
ら
た
い
。
」
(
傍
黙
引
用
者
)

こ
の
よ
う
な
名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
抽
象
的
な
自
然

楼
H

人
権
観
念
か
ら
出
費
し
、
《
人
民
》
を
構
成
的
権
力
M
M
G

戸
ぎ
ぽ

g
E昨

日

E
P
E
と
し
て
前
面
に
お
し
だ
し
た
「
ア
メ
リ
カ
掲
立
宣

言
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
楼
宣
言
」
め
よ
う
に
、
原
子
論
的
、
機
棟
論

的
構
成
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
し
て
、
古
来
の
A
J

た
え
ら
れ
た
自

由
、
権
利
の
観
念
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
売
。
そ
れ
は
封
建

H
等
旋
圏
家
的
殺
意
味
に
お
け
る
議
舎
を
主
曜
と
す
る
町
民
貯
の
楼

利
に
ほ
か
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。
ナ
友
わ
ち
封
建
的
権
力
構
成

は
、
類
型
論
的
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
知
行
園
家

F
各

g
a
s伊

丹

(
多
元
的
)
、
等
挨
園
家

P
E
A
rぇ
E
け
(
二
元
的
)
、
結
封
圏
家

pσ

由。-
5
2
2
S
H
(一
一
一
万
的
)
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「
楼
利
章
典
」
に
お
い
て
主
張
せ
ら
れ
た
楼
利
は
、
等
族
舎
議

272 



E
E
P
Sぬ
(
一
一
元
的
楼
力
構
成
を
と
る
等
族
園
家
に
お
い
て
、

園
王
に
封
置
さ
れ
る
)
の
封
建
的
特
楼
的
権
利
に
ほ
か
た
ら
な
い

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
《
古
来
の
擢
利
》
の
観
念
は
、
近
代

的
櫨
利
の
観
念
の
構
成
の
よ
う
に
、
法
に
先
行
す
る
絶
封
不
可
倭

の
楼
利
、
あ
る
い
は
人
類
一
般
た
い
し
人
聞
の
権
利
で
は
た
く
し

て
、
君
主
権
と
の
牽
連
関
係
を
前
提
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
王
園
の
法

に
客
観
化
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
権
利
江
ぬ
冒
え
任
。

。gH}広
え
匹
目
印

89]自

(
2
E目立
-OB)
で
あ
っ
た
。
名
問
事
口
革

命
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
議
舎
が
主
張
し
た
権
利
は
、
後
期
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
朝
の
プ
レ
ロ
ガ
テ
ィ
ブ
(
大
権
)
の
撰
大
へ
の
再
傾
斜

に
た
い
す
る
闘
争
と
し
て
、
基
本
法

E目
白
血

HHHBEご
P
当
な
い

し
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
一
紳
悟
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
、
等
族
合
議

的
特
穫
の
復
活
、
復
古
と
い
う
形
態
を
イ
デ
オ
ロ
ギ

yv
ュ
に
は

と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
甑
念
は
ま
た
長
期
議

合
、
ま
た
一
六
六

O
年
の
レ
ス
ト
ア
レ
イ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
コ
ン

グ
Z

ン
シ
冒
ン
議
舎
の
イ
デ
沈
ロ
ギ
I
の
纏
承
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
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名
嗣
事
国
革
命
は
通
常
、
革
命
と
い
う
一
言
葉
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革

命
を
原
型
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
念
、
生
産
諸
関
係
の
.
捷

名
春
草
命
@
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
棒
遣
と
ロ
?
ク

化
に
よ
っ
て
必
然
化
さ
れ
た
祉
合
的
政
治
的
支
配
層
の
徹
底
的
交

替
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
た
い
。
し
か

も
、
一
般
に
祉
舎
の
全
睦
制
的
轄
換
と
政
治
的
支
阻
暦
の
費
動
と

し
て
の
革
命
は
、
奮
瞳
制
に
閏
着
す
る
ぺ
リ
1

フ
・
シ
ス
テ
ム
を

徹
底
的
に
打
破
寸
る
た
め
に
、
灼
熱
的
た
シ
ン
ボ
ル
に
よ
る
新
し

い
債
値
観
H

モ
ラ
ル
の
高
昇
を
と
も
た
う
の
で
あ
る
が
1
1
1
そ
し

て
長
期
議
舎
の
権
力
を
突
破
し
た
イ
ギ
リ
ス
第
二
草
命
は
、
十
七

世
紀
初
頭
以
来
の
憲
法
闘
争
に
お
け
る
古
来
の
会
議
舎
の
特
権
》

の
主
張
を
こ
え
て
、
「
人
民
協
定
」
た
主
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
た

「
全
然
の
楼
利
」

g昨
日

42h~に
ま
で
下
降
し
え
た
の
で
あ
っ
.

た
1

1
、
名
琴
革
命
は
、
新
し
い
府
間
借
観
念
の
昇
華
ξ
燃
焼
を
必

要
と
す
る
こ
と
た
く
、
同
王
に
た
い
す
る
古
来
の
議
舎
の
特
槽
擁

護
と
い
う
既
成
の
シ
ン
ボ
ル
の
操
作
に
工
っ
て
、
そ
の
一
六
八
八

年
を

E
続
化
し
て
ゆ
く
と
と
が
で
き
た
の
で
あ
が
十

す
、
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
の
市
民
革
命
は
、
そ
の
基
層
に
お
い
て
、

ナ
シ

h
v
I
ル
た
ス
ケ
ー
ル
に
お
け
る
ヨ

1
マ
ン
暦
↓
中
産
的
生

産
者
層
の
形
成
を
起
酔
潤
色
し
て
い
る
。
と
の
工
う
た
裳
暦
的
、
た
旺

合
暦
へ
の
針
懸
の
仕
方
に
膝
じ
て
、
し
か
も
他
方
に
お
け
る
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
結
封
主
義
の
上
昇
と
あ
い
ま
っ
て
、
奮
来
の
支
配
暦
を
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一

橋

論

議

第

三

十

二

巻

二
つ
の
分
沃
に
抗
争
せ
し
め
、
さ
ら
に
第
二
革
命
に
お
い
て
一
時

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
調
裁
|
|
階
放
封
立
主
閑
際
的
危
機
の
激
化
と

同
時
に
中
産
的
生
産
者
暦
の
政
治
的
支
配
暦
と
し
て
の
未
成
熟
か

ら
必
然
化
さ
れ
た
ー
ー
ー
を
も
う
む
が
、
こ
の
よ
う
な
十
七
世
紀
の

政
治
闘
争
に
一
臆
の
最
終
的
解
答
を
あ
た
え
た
の
が
こ
の
名
春
革

命
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
日
産
業
資
本
の
成
熟
を
背
景

と
す
る
一
八
三
二
年
の
選
拳
法
改
正
(
一
八
三
二
年
の
革
命
日
)

に
い
た
る
一
一
九

0
年
間
の
J

い
わ
ゆ
る
ホ
イ
?
ギ
ズ
ム
睦
制
は
、
経

密
史
的
に
は
議
合
重
商
主
義
あ
る
い
は
バ

1
ラ
メ
ン
タ
リ
・
コ
ル

ペ
ル
テ
イ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
園
家
(
議
合
)
を
背
景
と
し
た
イ
ギ

リ
ス
資
本
主
義
の
本
源
的
蓄
積
期
に
相
常
し
、
政
治
史
的
に
は
イ

ギ
リ
ス
型
議
合
主
権
H
議
合
寡
頭
制
の
時
代
と
い
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
と
の
時
代
は
、
一
枇
合
的
基
暦
に
お
け
る
中
産
的
生
産
者
暦

の
た
え
ざ
る
析
出
・
分
解
を
基
調
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
リ
リ
ピ

Z

シ
ア
ン
的
た
い
し
過
渡
的
性
格
に
よ
っ
て
政
治
的
支
配
層
に
ま

で
轄
化
し
え
ず
、
活
に
土
地
貴
族
た
ら
び
に
商
業
資
本
家
居
を
背

景
と
す
る
議
舎
に
指
導
さ
れ
た
時
代
で
あ
一
旬
し
た
が
っ
て
こ
の

時
代
の
矛
盾
的
性
格
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
は
自
由
の
租
園

と
讃
美
さ
れ
た
が
ら
も
(
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を

第
五
披

、v

想
起
せ
よ
〉
、
他
方
で
は
「
も
っ
と
も
腐
敗
し
た
寡
頭
制
の
一
つ
」

と
さ
れ
る
ほ
ど
の
議
舎
の
専
制
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
さ
ら

に
イ
ギ
リ
ス
第
一
帝
聞
の
建
設
と
し
て
ク
ラ
イ
マ
?
ク
ス
に
た
ラ

す
る
鰻
制
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
と
の
瞳
制
は
産
業

資
本
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
す
る
十
九
世
紀
に
入
る
に
お
よ
ん

で
、
ス
ミ
ス
や
ペ
ン
サ
ム
な
ど
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
た
代
問
者

と
し
た
が
呂
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
I
運
動
を
中
心
と
す
る
諸
「
改
革

運
動
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

名
春
革
命
は
、
と
の
意
味
に
お
い
て
、
ヨ

1
7
ン
リ

1
の
登
場

を
基
動
因
と
す
る
資
本
制
的
生
産
関
係
の
展
開
に
機
能
的
に
適
合
守

的
た
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
↓
貴
族
居
に
よ
る
議
合
主
権
確
立
を
意
味

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
と
の
政
治
的
支
配
暦
の
等
族
議
合
的
ぺ

リ
1
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
横
張
た
い
し
機
能
轄
換
と
し
て
貫
徹
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
結
針
主
義
以

前
の
等
技
的
闘
家
形
熊
の
主
張
が
、
基
礎
的
関
係
の
近
代
化
を
僚

件
と
し
て
、
絶
封
主
義
に
た
い
す
る
抵
抗
と
友
り
え
て
い
売
の
で

あ
っ
た
。
通
常
名
血
管
革
命
の
《
妥
協
的
性
格
》
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
問
題
は
ま
さ
に
と
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

と
の
よ
う
な
名
春
革
命
の
イ
ヂ
オ
ロ
ギ

l
u
ホ
イ
タ
グ
的
E
統
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性
の
観
念
は
、
の
ち
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、

よ
っ
て
停
道
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
も
繕
承
さ
れ
て
い
る
「
イ
ギ

リ
ス
の
紳
話
」
と
た
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
コ
ン
サ

1
グ
ア

テ
イ
ズ
ム
の
思
考
方
法
の
形
成
者
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
ー
ク
の
名

春
革
命
讃
美
の
な
か
に
も
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ー
ク

は
、
そ
の
有
名
た
「
フ
ラ
ン
ス
卒
命
に
か
ん
す
る
考
察
」
の
た
か

で
、
「
名
春
革
命
は
、
わ
れ
わ
れ
の
古
来
の

P
目
。
山
町
民
仲
間
快
う
べ
か

ら
ざ
る
法
律
や
自
由
と
、
法
律
と
自
由
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の

唯
一
の
保
障
で
あ
る
政
府
の
古
来
の

g口
芯
巳
憲
法
、
を
擁
護
す

る
た
め
に
お
と
た
わ
れ
た
」
。
「
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
か
ら
樺
利
宣
言

ま
で
、
わ
れ
わ
れ
に
祖
先
か
ら
っ
た
え
ら
れ
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の

後
代
に
停
え
ら
れ
る
べ
き
世
襲
の
相
積
物

g
g
F己

E
Z号
守

口
g
|
|他
の
工
り
一
般
的
た
あ
る
い
は
先
験
的
た
擢
利
の
な
に

も
の
に
も
関
係
た
く
と
の
イ
ギ
リ
ス
王
闘
の
人
民
に
特
別
に
相
穣

さ
れ
て
い
る
財
産
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
自
由
を
要
求
し
、
主

張
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
憲
法
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
」

宣
言
会
員

T
i
;
l引
用
混
と
の
ぺ
、
フ
ラ
ン

ス
卒
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
抽
象
性
、
作
魚
性
を
批
剣
し
て
い

る
。
と
の
よ
う
た
史
観
に
お
い
て
は
、
第
二
革
命
の
決
定
的
た
意

マ
コ

l
v
I
た
ど
に

名
春
革
命
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
椿
一
迭
と
ロ
フ
ク

、.、.、.、.

7

グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
来
の
一
貫
し
た
イ

ギ
ロ
ス
的
法
律
と
そ
の
自
由
が
讃
美
さ
れ
、
そ
の
神
話
を
確
認
し

た
も
の
と
し
て
名
春
革
命
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
レ
ヴ
ォ
ル
ュ
シ
ョ
ン
見
0
4
c
z
t
o誌
と
は
一
六
八
八

年
で
あ
り
、
昼
位
時
代

E
Z口
町
内

E
B
は
叛
凱
知
。
げ
色
由
。
ロ
と

み
た
さ
れ
る
。

義
は
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
、

(

1

)

ゴ
ォ
ア
も
こ
の
黙
を
指
摘
し
て
「
ロ
ッ
ク
が
コ
シ
ゲ
エ
シ
シ
ヨ

シ
議
舎
に
お
け
る
ホ
イ
y

グ
政
治
家
遣
に
よ
っ
て
も
ち
い
ら
れ
た
理
'

論
を
供
給
し
た
と
い
う
と
と
は
、
あ
き
ら
か
に
ま
ち
が
っ
て
い
る
」

と
の
べ
て
い
る
(
の

Cロ
m
y
』
CF口
HKC口
町
田
町

Cロ
立
の
と
句
甘
口

C由
CH)『
M
J

S
包
wM)・

HN0・
)
。
そ
し
て
ロ

y

ク
の
理
論
。
某
一
本
的
背
テ
1
ぜ
の

成
立
を
一
六
八
三
年
か
ら
一
六
八
八
年
白
オ
ラ
y
ダ
亡
命
中
に
も
と

め
て
い
る

G
Z
P
ガ

-HNU・
)
。
し
か
し
、
ゴ
オ
フ
は
と
の
ホ
イ
y

グ
政
治
家
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ロ

y

ク
の
理
論
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
ふ
れ
ず
、
た
ん
な
る
ロ
?
ク
の
解
経
論
を
展
開
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

(

Z

)

の・』。
--Bor-
口
付
間
同
日
内
E
Hロロ
m
凸

2
民
。
白
田
口
針
。
回
忌
口
。

阿

Ym
吋向。同一円。ロげ
4ry

い
{
∞
市

W
M
-

(

3

)

k

p

・出

g
耳
目
ロ
m
w
o
p
w
開
口
問
戸
山
田
町
出
H

由同
2
5
p
-
句。ロロ

B
。
EW

g
H・
J
1

ロ
T
H
E
E
-
H吋
H
P
3
8
w
匂

-
H
F

(

4

)

白
河
・
の
mq色ロ
R-
吟げ

O
の
D
ロ
由
民
宮
口
D
D
P
-

旬。口
AMBOロ仲田
C同

P
O
E
M
-
E口
問

2
C
H
E
S己
HH酌
NutHag-
巴
c
p
匂・

a
u・
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(

5

)

名
血
骨
掌
命
の
コ
シ
グ
エ
シ
シ
ヨ
ジ
議
舎
は
い
か
に
ジ
ェ

I
ム
ズ

二
世
と
ウ
ィ

P
ア
ム
一
一
一
世
と
の
世
臨
岡
山
町
を
、
法
的
に
確
認
す
る
か
を

終
始
問
題
と
し
、
「
権
利
章
典
」
は
ジ
ェ

I
ム
ズ
二
世
が
み
ず
か
ら
王

位
を
退
い
た
と
い
う
論
理
構
成
を
と
っ
た
。
ご
1

1当
E
0
8
8
5
0

g広
F
g
E甘
m
す
B
2
5
0
ω
巾口

C
E
F雪
山
口

m
p
A
E一口忠
a
p
o

m
2
0
5
5
8円
釦
白
色
同
町

0
5
8ロ
σ
O
E
m
s
o
H
O
S
E
S口同
wi

---ww(HWロ
m
門
戸
山
田
町
出

E
C
H山
口
色
り

cロロ
B
。ロ

FSH-J~EUMV-HNU-

な
お
司
・

4司
・
昌
也
昨
日

P
E
-
A
U
S
E
E
E
S
P
-
呂
田
同

c
q
c片
岡
出
口

mge

口
Q

・

5g-
同)HYN望
tm-
を
参
照
。

(

6

)

こ
の
「
中
産
的
生
産
者
層
」
の
概
念
は
大
塚
久
雄
教
授
の
そ
れ

に
よ
る
。

(

7

)

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
資
本
主
義
は
、
大
略
農
村
的
性
格

を
も
ち
、
ま
た
ジ
エ
シ
ト
ロ

1
悼
閣
の
一
部
は
都
舎
の
資
本
家
と
同
盟

し
て
新
し
い
生
産
様
式
に
き
り
か
え
て
い
た
た
め
に
、
封
建
的
構
成

を
と
っ
て
い
る
議
舎
は
、
王
政
に
嚇
創
立
し
て
新
し
い
階
級
の
要
求
を

お
し
ナ
ナ
め
る
た
め
に
も
ち
い
る
と
と
が
で
き
た
。
一
六
四
二
年
に

お
い
て
衆
議
院
の
多
数
と
貴
族
院
白
指
導
的
少
毅
者
は
図
王
と
そ
の

.
封
建
的
支
持
者
に
針
立
じ
た
。
」
(
ゎ
・
出
口
Y

一回目白同

CHSHMmcロ
匹
。

何
百

C
C内
出
円
一
昨
】
羽
目
。
担
立
同
丘
町

5
・

5
H
mロ
目
白
出
口
。
担
口

a
m
o色。同》♂

ぐむ]・

M
ハH
ぐ
噌
戸
)
・
山
山
H
0
・
)
。
大
塚
教
授
は
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
主
(
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
)
の
}
近
代
的
性
格
も
「
究
極
に
お
い
て
ヨ
ウ
マ
ン
の

後
り
に
も
早
熟
的
な
成
熟
に
起
闘
す
る
り
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る

(
近
代
資
本
主
義
む
系
議
・
九
五
頁
註
2
)。
な
お
宮
・
ロ
D
ゲ
ダ

閉山

z
a
g
宮

5
0
U
2
0
-
8
5
8門
え
の
PHUX丘
町

B
W
S
U
H唱
ガ
-

H品∞
l
H吋
m-
参
照
。

(

8

)

と
の
イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
よ
り
産
業
革
命
・
一
八
三
二
年
の
選

附
帯
法
改
正
に
い
た
る
一
五

0
年
間
の
慢
制
は
巧
}
回
目
的
色
恒
常
口
F
M
N
あ

る
い
は

4
4
E
m
R芯
S
R
P口
可
と
も
呼
ば
れ
、
い
ま
だ
そ
の
基
礎
過

程
・
政
治
構
成
に
つ
い
て
の
充
分
な
統
一
的
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
こ
で
は
ホ
イ

y
ギ
ズ
ム
樫
制
と
名
づ
け
て
お
く
。
と
と
で

ホ
イ

y
グ
と
い
う
の
は
ホ
イ

y
グ
葉
、
ト

I
P
I
黛
を
も
ふ
く
め
て
、

名
春
草
命
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
慢
制
の
正
統
性
原
理
を
意
味
す

る
。
「
一
六
八
八
年
の
事
態
は
、
ホ
イ
y
グ
黛
と
ト

I
P
1
黛
θ

問
に

:
:
:
基
本
的
な
野
立
の
な
い
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ホ
イ

y
グ
と

ト
l
p
1
の
政
治
家
遣
は
円
資
本
主
義
的
議
展
の
速
度
と
方
向
に
づ
い

て
、
な
ら
び
に
ス
ポ
イ
ル
ズ
(
官
職
配
分
)
に
つ
い
て
θ

み
不
一
致

で
あ
っ
た
」
(
の
・
回
目
-
F
凶，

HMmuHWロ
mrH由
げ
列
。
ぐ

D
E色
。
口

Pロ
Q
5
0

ω
S
F
山
口
一
一
足
。
凸

0
2
0
5司
件
。
ュ
ア

g
r
h
f
H喝さ・

HV・
ロ
∞
・
)
。

(

9

)

「
イ
ギ

F
ス
で
は
:
・
:
名
揮
官
革
命
を
劃
期
と
し
て
、
プ
ル
ジ
ヨ

ア
化
し
た
地
主
(
ジ
ェ

y
ト
ル
マ
ン
)
居
を
前
一
聞
に
押
し
立
て
つ
つ

政
機
を
掌
僚
ナ
る
に
至
っ
た
照
汎
な
工
業
生
産
者
層
と
そ
れ
と
利
害

を
と
も
に
ナ
る
貿
易
商
入
居
は
:
:
:
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
重

商
主
義

S
2
2
5
H
H
0
2
2
B
5
2
2と
与
え

O
B
と
名
付
け
ら
れ

た
あ
の
政
策
燈
系
を
全
面
的
に
展
開
ナ
る
に
い
た
っ
た
」
(
大
塚
久

雄
・
重
商
主
義
成
立
の
一
舵
舎
的
基
盤
〔
舞
出
教
授
還
歴
記
念
論
文
集
、

一一

O
頁
じ
。
な
お
中
底
的
生
産
者
暦
に
よ
る
マ
ユ
ユ
ア
ア
ク
チ
ュ
ア
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の
登
場
は
か
な

b
ず
し
も
商
業
費
本
の
「
濁
白
的
存
在
」
を
排
斥
し

は
し
な
い
。
と
れ
ば
重
商
主
義
の
ニ
ヲ
の
型
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
教
授
は
そ
り
初
期
の
勢
作
「
所
謂
前
期
的

資
本
な
る
範
鴎
に
就
い
て
」
に
お
い
て
「
終
遁
的
に
産
業
資
本
の
震

の
存
在
」
と
し
て
の
商
業
資
本
の
機
能
を
分
析
し
、
「
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク

チ
ュ
ア
の
支
配
的
で
あ
る
と
と
は
常
に
商
業
資
本
θ

支
配
的
で
あ

る
」
と
と
を
指
摘
す
る
(
系
譜
・
四
二
一
良
)
。

(
叩
)
吋
・
。
・
H
)
即
日
片
岡
噌
〉
H
V
D
口
氏
ロ
包
P
口
弘
ω
c
ロ
門
戸
日
出
混
同
D
H
可
。
同

開口mHHH口門FH屯
N吋
uHv-AFmN-

(日

)
H
W
-
切
口
H
-
r
p
m
o
p
w
口
t
c
口
出
。
ロ
昨
日
同
O
司

5
出
口
町
H
U〈
C
H
ロ
立
q
p

ロhg-HW〈
再
三
回
PHH唱団

F
o
p
-
ガ

-
N占

Y
ω
H
-
な
お
、
パ
ー
ク
の
と
り

よ
う
な
名
春
革
命
叡
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
り
議
合
日
政
黛
否
定
に
た

い
す
る
批
剣
を
も
意
味
し
て
い
た
と
と
に
つ
い
て
は
、

-
E
C
ロ
m
r
z

・8
5
0
(
U
E血
g

c同

H
V
O
U
H
2
0
巳
巴
田
口
g

g回
同
国

u
H
ミ
。
を
参

照。
四

自
然
樺
思
想
の
登
場
と
そ
の
論
理
・
機
能
蓮
闘

67 

こ
の
よ
う
た
視
角
か
ら
み
る
た
ら
ば
、
名
春
革
命
の
指
導
的
イ

デ
太
ロ
ギ
ー
と
自
然
権
観
念
に
も
と
づ
く
ジ
ョ
ン
・
ロ

y
ク
の
思

想
と
の
論
理
構
成
日
償
値
観
念
の
構
造
的
異
質
性
が
明
確
に
さ
れ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
こ
っ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
程

は
、
た
と
え
ば
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
そ
の
人
間
範
型
と
し
て
暁
年

名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ

y
ク

一ω」→斗4斗，

に
か
か
れ
た
「
教
育
に
か
ん
す
る
悲
劇
九
」
(
一
六
九
二
年
版
)
に
み
ら

れ
る
ご
と
く
、
ロ

y
ク
・
自
身
に
お
い
て
も
一
臆
併
存
し
て
い
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
子
供
が
、
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
に
づ
い
て
』
を
ほ
ぼ
消
化
し
、

づ
い
で
プ

i
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
『
人
間
と
市
民
と
の
義
務
』

を
加
え
た
の
ち
、
そ
の
こ
ろ
に
グ
P

デ
ィ
ク
ス
の
『
戦
争
と

卒
和
の
法
』
か
、
あ
る
い
は
よ
り
よ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
プ

I
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
自
然
法
と
寓
民
法
』
を
護
ま
せ
る
こ

と
が
遁
営
で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
人
聞
の
岳
貯
が

、

、

、

、

、

、

、

、

権
利
、
そ
れ
に
世
舎
の
起
、
源
と
そ
の
基
礎
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら

お
と
る
諸
義
務
に
づ
い
て
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

L
m

O
A
Y
W
 

(
傍
鮎
筆
者
)

と
の
プ
1
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
、
自
然
法
の
哲
聞
学
者
グ
ロ
デ
ィ
ク

ス
、
ホ
ッ
プ
ズ
の
理
論
を
止
揚
し
~
自
然
朕
態
H
自
然
権
か
ら
出

護
し
て
、
契
約
設
を
世
合
契
約

]
U
S
E
S口
互
注
目
出
と
統
治
契
約

百
円
片
目
、
E
Z
E
件
目
。
白
山
田
と
に
整
合
し
、
近
代
大
陸
型
自
然
法
思

想
に
盟
系
を
あ
た
え
た
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
そ
の
自
然
概

念
は
、
ボ
イ
ル
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
た
自
然
科
事
者
的
法
則
性
に
媒

介
さ
れ
た
い
理
性
命
題
一
般
で
は
あ
う
た
が
、

p
y
h
y

の
思
想
も
、
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一

橋

論

叢

第
三
十
二
巻

第
五
貌

68 

そ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
さ
ら
に

ロ
ッ
ク
は
諸
摺
に
お
ち
い
ら
ぬ
限
界
内
で
、
と
い
う
保
件
の
も
と

で
づ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
コ
モ
ン
・
ロ

I
の
古
き
書
物
、
あ
る
い
は
こ
の
コ
モ
ン
・
ロ

ー
の
書
物
の
た
か
に
政
府
の
存
在
理
由
を
見
出
し
て
い
る
現

代
の
著
作
た
ど
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
・
政
府
組
識
に
か
ん

ナ
る
見
解
を
見
出
す
こ
と
が
:
:
:
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
と
っ

て
、
法
律
研
究
の
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
と
お
も
う
」

a

H
∞
可
)

し
た
が
っ
て
、

ロ
ッ
ク
は
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
、
政
府
組
織
に
か

ん
す
る
具
瞳
的
た
構
成
に
づ
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
そ
の
原

理
を
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
六
九

O
年
以

降
に
書
か
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
請
書
と
研
究
に
か
ん
す
る

考
察
」
に
お
い
て
、
政
治
正
統
論
と
政
治
機
構
論
を
直
別
し
た
の

ち
(
本
稿
集
二
節
、
註
十
二
)
、

E
統
論
に
づ
い
て
は
フ

I
カ
I
の

「
数
合
政
治
論
」
、
シ

F
-
マl
の
「
政
府
論
」
と
プ

I
フ
エ
ン
ド
ル

フ
の
前
記
ニ
著
(
「
自
然
法
と
寓
民
法
」
は
、
こ
の
種
の
最
善
の
も

の
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
)
た
ど
自
然
法
H

自
然
様
系
の
思
想

と
と
も
に
白
か
ら
の
「
市
民
政
府
論
」
を
あ
げ
、
機
構
論
に
づ
い

て
は
「
経
験
と
歴
史
、
そ
れ
は
わ
が
閣
の
そ
れ
に
よ
っ
て
も
っ
と

も
よ
く
皐
び
う
る
」
と
し
て
プ
ラ
ク
ト
ン
、
コ
ー
ク
た
ど
を
あ
げ

て
い
る
の
と
照
臆
し
て
い
る
。

と
の
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
全
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
脊
椎
を

た
す
第
二
革
命
の
イ
デ
方
ロ
ギ
1
論
的
問
題
性
の
究
明
か
ら
は
じ

め
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
初
期
的
形
態
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
初
期
の
闘

争
は
、
、
な
に
よ
り
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
に
お
い
て
は
《
法
》
の
観

念
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
憲
法
闘
争
。
。
ロ

E
g
z
oロ
色

g白目

白
山
口
広
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ジ
ェ

I
ム
ズ
一
世
、
ペ
イ
コ
ン

た
ど
の
紳
権
設
に
よ
っ
て
粉
飾
さ
れ
た
園
王
の
大
擢

HVBgmpt'

g
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
師
存
の
法
律
に
と
っ
て
趨
法
的
で
あ
る
か

否
か
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
コ
ー
ク
が
こ
の
憲
法
闘

争
に
お
け
る
指
導
的
イ
デ
オ
ロ

I
グ
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ

る
が
、
彼
は
園
王
権
力
、
さ
ら
に
は
議
舎
の
擢
限
に
も
優
越
す
る

《法》

H
基
本
法

E
目

EEgg--P4司
(
抽
象
的
た
自
然
法

E
-

E
S
-
-
P唱
で
は
な
い
〉
の
存
在
を
主
張
(
も
っ
と
も
著
名
た
の

が
二
ハ
一

O
年
の
ボ

I
ナ
ム
切
。

F
5
5
聾
師
事
件
一
件
記
)
し
、

こ
の
過
程
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
が
再
編
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69 

成
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
秘
儀
と
な
る
「
法
の
支
配
」

E
Z
え

宮
司
の
観
念
を
接
集
せ
し
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
「
基
本
法
」
や
「
法
の
支
配
」
の
観
念
を
さ
さ
え
る
思
考
形
式

は
け
っ
し
て
近
代
的
構
遣
を
も
づ
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
そ
れ
は

プ
ラ
ク
ト
ン
の
有
名
た
「
圏
王
は
人
民
の
下
位
に
あ
る
の
で
は
た

い
。
け
れ

E
も
紳
と
法
の
下
位
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
が
王
を
づ

く
る
の
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
も
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う

た
法
の
優
越
さ
ゆ
8
5
9口
可
え
宮
司
の
観
念
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
貫
質
的
に
コ
モ
ン
・
ロ

1

(
こ
れ
は
、
法

の
存
在
形
態
か
ら
み
れ
ば
、
近
代
的
た
統
一
権
力
に
よ
る
制
定
法

と
異
た
り
、
中
世
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
)
の
、
そ
し
て
ギ
ル
ド

的
た
法
律
家
の
支
配
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
《
法
の
支
配
》
の
観
念
は
、
大
陸
型
の
《
法
治
圏
家
》

HUa

c
E
m
m
g
E
の
観
念
と
は
構
造
的
に
直
則
さ
れ
る
観
念
で
、
中
世
的

た
非
主
憧
的
た
法
の
支
配
の
観
念
の
機
能
轄
換
と
し
て
形
成
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
《
古
来
の
権
利
と
自
由
》
は
ま
さ
に
と
の
法
に
化

臆
さ
れ
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
「
樺
利
は
既
存
の

法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
事
賓
と
し
て
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
l

一。

し
か
し
た
が
ら
園
王
と
議
舎
と
の
封
決
の
窮
迫
化
た
い
し
武
力

名
審
議
・
命
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ
y
ク

的
抗
争
へ
の
轄
化

l
!長
期
議
舎
に
よ
る
第
一
革
命
、

A
J

い
で
第

二
革
命
へ
の
推
移
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
枠
を
《
法
》
観
念
を

め
ぐ
る
論
争
か
ら
一
歩
ク
き
す
す
め
た
。
「
こ
れ
は
カ
の
問
題
で

あ
っ
て
、
先
例
の
問
題
で
は
た
い
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
骨
董

的
知
識
に
よ
っ
て
で
は
た
く
、
創
に
よ
ヲ
て
解
決
さ
れ
る
運
命
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
」
(
傍
貼
引
用
者
)
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
樺
カ
の

一
般
的
、
抽
象
的
た
性
格
た
い
し
政
府
日
構
力
機
構
の
起
源
、
存

在
理
由
を
根
底
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
に
た
り
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン

ト
、
レ
ヴ
エ
ラ
ー
な

E
に
よ
っ
て
自
然
様
、
人
民
主
擢
の
観
念
、

共
和
園
論
を
登
場
せ
し
め
る
ま
で
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ひ

と
た
び
園
王
と
僧
侶
の
一
紳
樺
的
権
威
が
す
ぎ
さ
ヲ
た
の
ち
は
、
合

理
的
で
数
用
あ

J
存
在
に
づ
い
て
の
論
議
を
停
止
せ
し
め
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
」

第
二
革
命
に
お
け
る
相
封
立
す
る
諸
反
封
勢
力
の
登
場
は
、
自

己
の
立
場
を
ア
ポ
ロ
ジ
ャ
イ
ズ
ナ
る
も
ろ
も
ろ
の
、
イ
デ
方
ロ
ギ

l
活
動
を
ラ
み
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
か
っ
吹
た
い
理
論
的
多
産
性
の

時
代
と
し
て
「
バ
ン
フ
レ
?
ト
の
大
洪
水
」
を
現
出
せ
し
め
た
。

各
諸
黛
沃
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
は
、
思
考
の
も
っ
と
も
政
治
的

形
態
た
る
宣
停
・
煽
動

n
バ
ン
フ
レ
ツ
干
活
動
と
し
て
お
と
た
わ
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第
三
十
二
巻

第
五
務

、

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
著
名
た
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

セ
ル
ド
ン
、
ハ
リ
ン
ト
ン
、
ミ
ル
ト
ン
、
リ
ル
パ

1
ン
、
ク
イ
ン

ス
タ
ン
リ
I
、
ホ
ッ
プ
ズ
、
フ
ィ
ル
マ
I
、
シ
ド
ニ
ー
等
を
あ
げ

る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
全
過

程
を
規
定
す
る
中
産
的
生
産
者
層
の
政
治
的
登
場
ー
ー
し
か
し
そ

の
政
治
的
支
配
暦
と
し
て
の
未
成
熟
と
そ
の
聞
に
お
け
る
諸
沃
の

分
裂
は
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
調
裁
を
必
然
化
し
て
い
る
の
で
は
あ
れ
J

た
が
ー
ー
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
既
存
の
全
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造

の
破
続
、
粉
砕
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
分
誠
に
、
自
己
の
黛
沃

的
利
害
に
遁
A
口
的
た
ラ
ジ
カ
ル
た
諸
思
想
を
噴
出
せ
し
め
る
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
奮
来
の
瞳
制
的
視
座
構
遺
H
範

臨
時
機
構
の
崩
壊
は
、
思
想
的
真
空
朕
況
を
現
前
せ
し
め
、
そ
こ
に

各
黛
抵
の
債
値
観
念
日
正
統
化
原
理
の
赤
裸
々
の
闘
争
を
導
き
い

れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
と
の
イ
ギ
リ
ス
卒
命
の
全
過
程
の
解
決
で
あ
る
名

春
革
命
は
、
一
膝
そ
の
指
導
的
勢
力
で
あ
っ
た
ホ
イ
ッ
グ
系
議
合

政
治
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
「
古
来
の
樺
利
」
の
観
念
を
基
礎

観
念
と
し
た
「
権
利
章
典
」
に
よ
っ
て
正
統
化
せ
し
め
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
古
い
イ
ギ
リ
ス
に
固
着
し
て
い
た
ペ
リ

1
フ
・
シ
ス
テ
ム

を
つ
き
や
ぶ
っ
た
.
第
二
革
命
に
よ
っ
て
必
然
化
せ
し
め
ら
れ
た
権

力
・
国
家
機
構
の
存
在
理
由
は
何
か
と
い
う
根
底
的
た
問
題
提
起

に
た
い
し
て
、
理
論
的
た
意
味
で
、
金
躍
的
解
答
を
あ
た
え
る
も

の
で
た
か
っ
た
こ
と
は
営
然
で
あ
ろ
う
。
名
春
革
命
鰻
制
の
杢
理

論
的
把
握
た
い
し
基
礎
づ
け
は
、
と
と
に
全
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
過

程
を
制
約
す
る
中
産
的
生
産
者
層
に
よ
っ
て
捲
わ
れ
た
、
個
々
人

の
「
生
れ
た
が
ら
の
樺
利
」
た
い
し
「
自
然
擢
」
の
観
念
を
も
包

括
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
も
こ
の
よ
う
な
イ
デ
汰
ロ
ギ
I
献
況
を
背
景
と
し
て
、
同

時
に
こ
れ
ら
の
問
題
性
は
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
基
軸
と
し

て
成
立
し
ク
タ
あ
る
資
本
制
的
生
産
様
式
↓
祉
合
開
係
に
遁
合
的

た
思
考
形
式
|
|
そ
れ
は
た
に
よ
り
も
営
然
自
然
科
接
的
思
考
形

式
の
形
成
と
し
て
問
題
と
た
る
の
で
あ
る
が
ー
ー
に
よ
ヲ
て
一
フ
シ

ヨ
ナ
ル
た
形
態
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
必
然
化
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

F
・
ベ
イ
コ
ン
の
?
一
ュ
I
・
ア
ト
一
フ
ン
テ
ィ
ス
」

に
お
け
る
《
サ
ロ
モ
ン
曲
学
院
》
の
構
想
の
共
龍
化
と
し
て
の
復
古

期
院
お
け
る
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
の
成
立
一
(
ピ
ュ
リ
タ

ン
革
命
期
の
一
六
四
四
年
に
結
成
さ
れ
た
白
石
田
正
O
問。

6
E
S目

。
。
ロ
相
官
に
そ
の
母
胎
を
も
の
J
1
ピ
ュ
リ
タ
ン
日
生
産
者
層
に
よ
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る
自
然
科
曲
学
の
推
進
へ
豆
町
田
刊
誌

26krspsu刊
を
想
起
せ
よ
)
、

さ
ら
に
ボ
イ
ル
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
る
初
期
自
然
科
壊
の
完
成
た

ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
経
験
論
日
自
然
科
率
的
《
自
然
》
の
観

念
の
成
熟
と
、
原
子
論
的
、
機
掛
論
的
思
考
方
法
の
政
治
理
論
に

お
け
る
貫
徹
で
あ
る
。

ニュ

1
十
ン
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
自
然
科

曲
学
者
で
あ
り
、
か
ク
ホ
イ
?
グ
系
の
政
治
家
で
あ
づ
た
ピ
ュ
リ
タ

ン
出
身
の
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
理
論
的
立
場
が
明
確
と
た
る
。
こ

の
黙
に
、
ロ
ッ
ク
の
問
題
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
中
産
的
生
産
者
層

に
窮
極
的
規
定
性
を
も
の

J

イ
ギ
リ
ス
卒
命
日
名
春
革
命
の
金
構
遣

を
見
透
し
う
る
位
置
が
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
の
先
例
で
は
な
く
し
て
自
然
法
に
よ

っ
て
整
序
せ
ら
れ
、
貧
定
法
に
論
理
的
に
先
行
す
る
自
然
擢
が
そ

の
ア
ン
フ
ァ
ン
グ
と
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
然
楼

と
は
、
身
罷
・
自
由
・
財
産
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
《
努
働
》

ー
!
こ
こ
で
は
査
本
と
賃
労
働
は
い
ま
だ
分
化
せ
ず
、
生
産
一
般

の
立
場
の
み
が
問
題
と
た
の

J

て
い
る
ー
ー
を
前
提
と
す
る
自
己
保

存
の
権
利
己
的
宮

g
H
M
H
8
2
4
P江
C

防(。。
4・口
-
m
Nむ
が
そ

名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
識
と
ロ
ヲ
タ

こ
こ
に
、
ボ
イ
ル
、

〈

η
u

の
基
瞳
を
た
し
て
い
た
。
ま
た
、

然
擦
の
観
念
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
「
市
民
政
府
の
真
の
起
源
、
能

力
、
目
的
」
同
，

Z
C
5
0ユぬ広田、
f
o
M
gロ
グ
阿
倍
仏
O
D
仏
丘
三
三
-

m
H
O
司
自

B
g
m
E
を
問
う
こ
と
で
あ
ヲ
た
。
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て

「
{
金
位
時
代
の
諸
思
想
家
に
見
出
さ
れ
な
い
も
の
は
ロ
?
ク
の
た

への
6
J

か
に
わ
ず
か
し
か
た
料
、
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
も
嘗
時

も
っ
と
も
プ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
亡
命
に
よ
る

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
1
フ
Z

ン
ド
ル
フ
の
大
陸
自
然
法
理
論
の
吸

牧
は
、
他
方
ホ
ッ
プ
ズ
を
媒
介
と
す
る
フ

1
カ
l
の
存
在
論
的
自

然
法
論
の
影
響
と
あ
い
ま
ヮ
て
、
彼
の
理
論
に
、
基
礎
的
で
は
な

い
が
重
要
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
あ
た
え
る
も
の
と
た
っ
て
い
る
。
こ

の
意
味
で
、
自
然
楼
理
論
を
出
護
黙
と
す
る
ロ
ッ
ク
の
理
論
は
、

女
節
で
の
べ
る
名
春
革
命
の
政
治
瞳
制
の
排
詮
と
と
も
に
、
名
春

革
命
の
金
構
遣
と
み
あ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る

(
時
)

λ
ノ。

ロ
y
ク
に
と
づ
て
は
、
こ
の
自

(

1

)

し「

-
F
Oロ
r
p
ω
0
5
0
4
F
Dロ
向
日
戸
仲
田
口
C
出
口
O
一
円
ロ
庄
内
肘
山
口
口

pccp

日
目
当

2
E
g
-
-
同・

(

2

)

自
然
法
思
想
は
、
寅
定
法
と
の
閥
係
。
み
を
抽
象
し
て
の
ぺ
る

な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
λ

に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
大
陸
に
お
け
る
ご
と

〈
自
然
法
の
寅
定
化
な
い
し
賓
定
法
の
白
然
法
的
規
制
と
い
づ
た
よ
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論

叢

第
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一
十
二
巻

第
五
滋

72 

う
な
論
理
聯
蹄
に
お
い
て
問
題
と
な
る
と
と
は
マ
き
ず
、
コ
モ

y
-

b

!
な
い
し
王
図
の
法
宮
司
白
色
各
局

g
p
H
B
に
た
い
し
て
支
配

的
影
響
を
あ
た
え
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
ヘ
イ

y
ズ
に
よ
れ
ば
、

I

中
世
に
お
い
て
は
コ
モ
シ
・
ロ
ー
と
同
一
視
さ
れ
て
、

E
憲
法
闘
争

の
時
代
は
基
本
法
苫
ロ
QEHHMOEP--担
当
の
概
念
と
結
合
し
て
、

E

た
ん
に
大
陸
思
想
と
し
て
、
即
日
コ
モ

y
・ロ

1

0
合
理
化

g
t
g
p
Hナ

N
但
色
。
出
。
思
考
規
準
と
し
て
機
憶
し
え
た
に
と
ど
ま
っ
た
(
の
・
の
・

出
色
S
F
パ
門
官
財

2
Z色
え

Z伊
丹
同

H
P
-
E唱
の

Cロ
8
3
w
3
8・

HY
お
J
主
・
)
。
な
お

H
F
H凶
c-H口
向
山
場
①
勺
庄
件
。
同

5
0
の
C
B
B
S

FP44・
巴
NH-
参
照
。
し
た
が
っ
て
プ
ラ
y
ク
ス
ト
I

Y

O

「
イ
ギ

P
ス
憲
法
懇
議
」
に
お
い
て
も
自
然
法
観
念
は
、
そ
の
#
同
事
的
(
理

紳
論
的
)
序
論
に
お
い
て
装
飾
的
意
味
を
も
つ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

(
本
稿
第
六
節
註
1
参
照
)
。
以
上
の
と
と
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

十
七
・
十
八
世
犯
に
お
け
る
思
想
吠
況
に
お
け
る
自
然
法
思
想
の
決

定
的
重
要
性
と
多
産
性
を
否
定
す
る
と
と
に
は
な
ら
な
い
。

〔

3
)

「
:
:
・
・
議
舎
制
定
法
が
、
一
般
の
豆
義
と
理
性
に
反
し
、
コ
モ

シ
・
口
I
に
反
し
、
あ
る
い
は
執
行
不
能
の
場
合
に
は
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
は
と
れ
を
規
制
し
、
そ
の
法
律
を
無
数
。
も
の
と
裁
決
す
る
で

あ
ろ
う
」
。
こ
り
判
決
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
次
詮
な
ら
び
に
本
稿

七
九
頁
参
照
。

(

4

)

こ
の
よ
う
な
コ

1
ク
の
立
場
は
、
主
権
者
の
決
断
的
意
志
を
法

と
み
一
な
し
た
ホ

y
プ
ズ
か
ら
は
批
剣
さ
れ
、
コ
I
ク
の
法
制
観
念
は
ぎ

g
p
m
E同
U
1
5
0
F
P
Hロ
山
口
問
え

p
o
H
P司
R

に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ

た
(
一
寸
・
問
。
ヴ
ヴ
o
p
k
p
ロ
S
F包
括
ず
え
司
00口
PHUz--g-urmw『
恒
国

a

mw
∞
吉
弘
⑦
出
円
。
同
件
目
。
。
CHH民
自
己
口
伊
担
当
《
)
片
岡
出
口
m
Fロ
P

E
日
開
口
包
山
田
町

巧
R
E
C同
国
Cヴヴ
2
・
4
0】
・
ぐ
y
H
Y
R
)。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ー
ク

が
理
性
を
問
題
と
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
な
が
き
研
鑓
と
観
察
と

経
験
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
理
性
の
人
録
的
な
完
全
性
民
丘
一
白
色
色
也
2
'

F
2
2口
白
色

5
8
0口
」
で
あ
り
、
自
然
的
期
日
性
で
は
な
い
(
問
。
ヴ
'

σ
2・
広
5
3
一
方
・
民
同
・
)
。
そ
れ
は
ま
さ
に
《
職
業
的
秘
術
》
苛
g
p
'

E
S
P
-
B
3
5可
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
開
・

ω・
C
Z
F

F
5
0ユ
可
国
内
色
目
え
の
C
〈
2
ロ
目
。
ロ
グ

5
4∞w
句

-Nω
・
)
。
な
お
と
の

問
題
の
研
究
に
は
わ
・
出
・
民
ロ
ロ
耳
g
p
凶

dFo
出
目
的
げ
の
C
ロ片付

C
同

HUHH
ユs
s
o口同

PHHa
岸田

m
山口
HVB自
由
ロ
u
J
3
5
、
簡
単
な
も
の
と
し

て
は
者
-
∞
-
問
。
】
弘
司
C
H
F
凶，

F
o
E
E
8
8
0同
5
0
H
O
官
H

Hν同
10向。由回目。口

Cロ件
HHO
の
HC44同町

C同
同
町
。
開
口
向
日
ぽ
ぽ
の
C口叩口
E
M
Z
o
p

H
唱
N
品
、
が
あ
る
。

(

5

)

し
か
し
な
が
ら
と
の
よ
う
な
憲
法
闘
争
そ
む
も
の
が
骨
格
同
閣
に
お

け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
反
映
と
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
に
お
い

て
、
そ
り
指
向
に
お
い
て
は
中
世
的
概
念
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
賛
質
に
お
い
て
は
資
本
主
義
的
要
求
に
と
た
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
「
コ

1
ク
の
法
の
再
解
棒
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
閥
係
へ
の
法
@
適

用
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
〔
白
問
題
性
に
〕
た
い
ナ
る
イ
ギ

F
ス
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
」
(
。
・
出
三
w
何回】
hU】
沼
}
戸
対
。
〈
c
z
z
cロ

ロロ門日昨日
Hea-hmH件
。
・
]
口
一
》
山
[C口。】守口

C
ロ
PHAUOHHMJ
ぐ

c
-
-
A
f
H甲品汗

]M-

HNhf
ロ
Cぢ
ぃ
・
)
。
か
か
る
連
闘
に
お
い
て
の
み
コ

l
タ
は
「
古
い
世
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問
介
と
新
し
い
世
界
と
白
悶
に
架
け
た
橋
を
提
供
」
し
え
た
の
で
あ

る
(
C
・
出
・
閉
山

-
E
p
c
y
肘
ロ
包
宮
町

H
L
P
毛

色
H
a
広
田
回
世
ロ

r
m
gロロ《
Y

邦
謬
一
二
七
頁
)
。

(

6

)

吋
-
H
ν
D
-
-
c
口
付
・
パ
司
H
H
n
u
白
門
田
円
。
弓
C
同
開
口
畑
町
民
団
F
F
m
H
4
司
白
田
由
民
S
E

ロ
ロ
E
C
片
岡
ν
C
H
昨
日
ロ
皿
、
山
口
日
岡
田
由
P
苫
ぽ
]
ロ
ユ
田
町
E
R
H
O
ロ
ロ
O
P
E

切片
E
n
p
H
∞∞
N
W
勺
-
N
N
H

(

7

)

の
-
H
Y
の
c
c
ロ
Y
H
V
C
E
片
山
口
P
H
パ
門
F
D
ロ
m
E
E
H
刷
出
向
日
p
ロ
門
同
日
同
4
8
B

出担口
C
ロ
ぢ
同
m
w
毘
胆
阿
(
邦
謬
四
四
頁
)
。

ハ
8
)

と
と
で
自
然
法
・
自
然
様
に
か
ん
す
る
ピ
ュ
リ
タ
ン
系
譜
思
想

に
つ
い
て
詳
説
す
る
と
と
は
で
き
な
い
が
最
近
の
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の

資
料
に
よ
る
一
職
回
数
一
・
道
徳
哲
拳
と
し
て
の
近
世
自
然
法
(
図
家

撃
舎
雑
誌
・
第
六
十
七
巻
・
第
五
・
六
裁
)
を
参
照
。
ピ
ュ
リ
タ
ン

系
諸
汲
の
思
想
が
、
一
部
自
然
法
・
自
然
擢
の
観
念
に
ま
で
到
達
し

え
た
と
し
て
も
、
革
命
の
段
階
の
推
移
と
と
も
に
そ
の
様
相
も
複
雑

と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
六
四

O
年
前
後
に
お
い
て
、
そ
の
政

治
的
プ
ラ
ス
ト
レ
イ
シ
ョ
ジ
の
た
あ
に
蓮
田
約
的
神
秘
主
義
白
色
彩
を

つ
よ
く
も
っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
第
二
草
命
の
移
行
に
と
も
な

っ
て
そ
の
紳
秘
主
義
的
滋
情
は
醇
化
さ
れ
、
そ
の
主
張
は
明
確
に
現

世
的
権
力
構
成
を
世
皆
川
町
に
と
り
あ
げ
て
い
っ
た
こ
と
ハ
と
の
意
味

で
、
前
C

神
秘
主
義
的
波
情
は
債
依
観
念
韓
換
の
た
め
の
心
理
的
培

養
基
H
神
話
的
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
)
、
さ

ら
に
最
後
の
段
階
に
お
い
て
最
左
翼
分
汲
た
る
長
正
水
卒
汲
な
い
し

第
五
王
園
汲
の
思
想
は
ふ
た
た
び
ミ

V

ニ
ユ
ム
的
な
神
秘
主
義
の
色

名
春
革
命
。
イ
デ
オ
回
ギ

I
構
也
記
と
ロ

y
ク

彩
を
こ
く
し
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

9

)

の
・
出
回
目
f

凶，

H
H
O
肘
口
問
何
回
目
出
町
列
。
J
1
c
-
E
芯
口
伊
国
門
凶
S
o
g
E
0
・

回
目
リ
パ
門
F
m
w
民
C
門
凶
O
H
H
H
C
C
R
F
H
-
M
J
S
E
-
ぐ

o--
ム

JH)・HHa・

(
叩
)
の
-
M
V
-
D
C
C
ロ
2

・
5
広
・
(
邦
謀
、
一
二

O
頁
)

(
日
〉
と
の
問
題
は
前
掲
拙
稿
に
お
け
る
基
本
的
テ

1
?
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
た
め
、

ζ

と
で
は
詳
論
を
さ
け
る
。

(
ロ
)
し
か
し
な
が

b
ロ
ッ
ク
は
自
然
擢
の
主
践
と
し
て
は
F
σ
c
d
?

宮
内
目
白
色
白
5
0
3
8
5
P
ロ
(
F
s
r
p
剛
山
O
戸
田
C
R
P
H
)
-
o
ロ

g
∞
C同

の
甘
口
由
民
自
由
同
一
子
日
目
当
C
H
E
・

g--
ぐ
戸
H
U
-
H
M
叶
)
を
考
え
て
は
い

な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
o

そ
の
教
育
の
理

想
か
ぜ
ン
ト
ル
マ
シ
白
教
育
で
あ
っ
た
ど
と
く
、
彼
に
と
っ
て
、
た

と
え
ば
渡
性
宗
教
は
と
れ
ら
の
下
層
階
級
〈
三
m
R
P
口
色
白
加
盟
国
の

人
々
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
パ
イ
プ
ル
に
よ
る
啓
一
不
宗
教
が
ふ
さ

わ
し
か
っ
た
(
芯
広
u

匂・

5
甲
・
)
。
と
の
と
と
は
市
民
的
《
白
然
》

叡
念
の
構
造
か
ら
必
然
化
さ
れ
る
(
拙
稿
、
第
二
披
三
七
支
)
。
な
お

マ
ル
ク
ス
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
を
想
起
せ
よ
。

(
日
)
の
-
H
V
・
の
C
D
ロ
F
P
口
仏
国
・
し
「
-
F
S
E
L
凶
口
問
州
日
目
曲
目
H
U
O
B
C
Q
注
目
口

H
品
目
胆
曲
目
H
M
仲
]
】

O
H吋
H
F
口
O
口
付
H
M
H
一
可
w
H
甲
N
〆日)・

ω。N
・

(
日
)
と
と
で
直
接
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
口

y

ク
の
理
論
。
階
級

的
基
礎
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
ロ

y

ク
が
名
響
革
命
樫
制
の
弊
誼

者
で
あ
る
と
同
時
に
、
か
ヲ
古
典
的
市
民
政
治
理
論
の
形
成
者
と
な

り
え
た
そ
の
会
理
論
の
論
理
的
批
舎
的
背
景
で
あ
る
。
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第
五
擁

74 

王

名
曲
脊
革
命
の
耕
詮
と
政
治
機
構
論

と
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
自
然
擢
概
念
を
出
費
黙
と
す
る
思
想
は

い
か
た
る
媒
介
環
を
も
っ
て
名
春
革
命
の
瞳
制
の
ア
ポ
ロ
ギ
l
に

到
達
し
え
た
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
閤
家
の
「
魂
」
(
の
。
4
・
同
明

N
H
N
)

と
規
定
さ
れ
た
立
法
府
の
構
成
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
と
の
立
法
府
の
構
成
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
「
議
合
主
樺
」
を

確
立
し
た
名
春
革
命
に
た
い
す
る
p

y

ク
の
位
置
を
決
定
し
て
い

る。
ロ
ヲ
ク
に
よ
れ
ば
、
閤
家
櫨
力
は
、
機
能
的
に
は
法
律
を
制
定

す
る
立
法
権

-om-丘
三
日
4
2
5
4司
耳
(
の
。
戸
口
・
蜘

E
3、
法
律
を

執
行
す
る
執
行
楼
自
由
口
口
片
山
寸
O
℃
0
4
『
号
(
の
O
寸
・
ロ
-
m
z
δ
、
「
鞍

争
、
講
和
、
同
盟
、
協
約
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
取
引
を
営
吐
舎
外
の

す
べ
て
の
ひ
と
び
と
J

冶
よ
び
諸
一
世
舎
の
聞
に
お
と
た
う
」
同
盟

穣

p
p
g丘4

『即日
8
4
1
(
C
0
4・口・

m
H
怠
)
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
三
権
の
う
ち
、
立
法
権
は
「
政
府
の
存
績
す
る
限
り
、

常
に
ど
ん
た
ば
あ
い
に
も
最
高
の
櫨
カ
」
(
の
。
4
・
口
・
明
白
。
)
で

あ
り
、
こ
の
「
園
家
に
お
い
て
最
高
で
あ
る
立
法
構
に
た
い
し

て
は
、
執
行
樺
と
同
盟
樺
は
・
:
:
補
助
的
か
れ
J

従
属
的
な

B
円旦
a

田
広
江
戸
H
M
H
H
H

仏
由
民
ぎ
a

E

m

H

件
。
樺
カ
に
す
ぎ
な
い
」
(
の
0
4
・
口
・
明

H
h
ω
)

。
す
な
わ
ち
吐
舎
丸
山
肌
に
よ
っ
て
、
自
然
楼

S
E
E
-
H事
件
の

コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
私
的
た
自
然
的
権
力

E
Z
S
}
宮
司
2

3
2・H
H
・明
H

s

i

-

-

自
然
樺
の
一
部
で
も
な
い
ー
ー
は
、
園

家
に
信
託
可
同
車
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
各
人
の
自
然
櫨
は
少

的
に
保
障
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
と
る
園
家
な
ら

び
に
政
府
の
形
成
は
立
法
府
の
構
成
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
骨
骨
伽

さ
れ
る
。「

園
家

8
5
B
O肖
巧

g
-
S
の
成
員
が
結
合
し
、
一
個
の
緊

密
に
蓮
闘
し
た
生
け
る
圏
盟

g
Z
B
E
ロ
i
目
的

σ。
身
に

合
捜
す
る
の
は
彼
等
の
立
法
部
に
お
い
て
で
あ
る
。
立
法
府

は
囲
家
に
形
態
守
口
出
と
生
命
日
。
と
統
一
口
巴
守
を
あ

た
え
る
魂

g
E
で
あ
る
。
:
:
:
立
法
府
の
創
設
は
祉
舎
の

第
一
の
基
本
的
行
震
で
あ
る
o
」
(
の
。
4
・
ロ
・
明
N
H
N
)

ハ
日
下
ッ
プ
ズ
に
お
い
て
は
園
家
の
《
魂
》
は
主
櫨
に
お
か
さ
れ
た

が
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
ま
さ
に
こ
の
立
法
府
に
も
と
め
ら
れ

(の
0
4・
口
-
m
N
H
S
、
立
法
府
の
崩
壊
た
い
し
解
消
は
、
国
家
の

治
減
門
出
回
日

Q
E昨
日
。
口
、
死

nHSF
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
(
の
C
4
・
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H
H
・明
N
H
N
〉。

75 

こ
の
よ
う
た
立
法
府
の
機
能
は
、
圏
家
の
「
意
志
の
宣
言
」
、
具

瞳
的
に
は
「
常
設
の
、
確
立
し
た
、
公
布
せ
ら
れ
る
法
律
」
の
制

定
に
あ
る
(
の
。
4.
・口・

m
E
C。
し
か
も
こ
の
法
律
は
そ
の
内
容

に
お
い
て
は
、
自
然
法
そ
の
も
の
に
適
合
し
て
の
O
民
。
自

g
z
o
ざ

い
た
け
れ
応
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
(
の
。
4
・
口
-
m
E
M〉
、
そ
れ

は
自
然
法
の
貴
定
化
、
明
文
化
に
す
ぎ
た
い
。
自
然
法
は
自
然
献

態
に
お
い
て
も
支
配
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
は
そ
の
解
韓
、

執
行
は
各
個
人
に
委
ね
ら
れ
て
、
そ
の
統
一
的
運
用
が
扶
け
て
い

る
の
で
、
(
の

2
・
口
・
明
吋
〉
、
そ
の
確
定
・
貫
定
化
が
こ
の
立
法

府
の
機
能
と
さ
れ
て
い
る
。
自
然
的
自
由
の
享
有
者
た
ち
は
、
彼

等
自
身
が
「
え
ら
び
か
れ

J

任
命
し
た
」
立
法
府
(
C
O
J
1
・口
-
m
N
N
N
)

と
、
。
そ
れ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
と
の
法
律
に
よ
っ
て
、
現
貫
的

に
閤
家
に
お
け
る
自
由
友
人
民
と
た
る
。
「
法
律
の
た
い
と
こ
ろ

に
自
由
は
た
い
」
当
Z
B
F
2
0
山
田

B
S
F
5
0
8
U
H
M。

吟

g
f
g
(の
0
5・
口
-
m
M
3
0
こ
の
意
味
で
人
民
の
樺
力
は
第
一

次
的
に
は
、
執
行
的
権
力
の
掌
握
と
い
う
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
観
念
に

よ
っ
て
い
る
の
で
は
た
く
し
て
、
む
し
ろ
自
然
法
の
立
法
府
に
よ

る
貫
定
化
と
い
う
形
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

名
春
革
命
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
担

y
タ

か
も
、
立
法
府
の
形
成
を
吐
合
契
約
H
闘
家
形
成
の
現
貴
化
の
モ

メ
ン
ト
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
た
《
自
然
法
》
と
貫

定
法
と
の
論
理
的
聯
闘
を
政
治
機
構
論
的
に
保
障
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
の
で
あ
る
o

e

づ
い
で
、
こ
の
よ
う
た
観
結
か
ら
、
園
家
の
物
理
力
の
行
使
は
、

貴
定
化
さ
れ
た
法
律
に
も
と
づ
く
統
治
と
し
て
、
あ
る
い
は
法
の

《
執
行
》

R
o
g氏
。
ロ
と
い
う
形
式
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
正
統

化
さ
れ
る
も
の
と
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
立
法
府
の
優
位
を
基
礎

と
し
な
が
ら
も
、
分
立
論
に
た
れ

J

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
コ
ン
ミ
ュ

1
ン
型
と
具
た
り
、
執
行
的
構
力
と
立
法
府
と
の
封
立
が
問
題
と

た
ロ
て
く
る
。

「
立
法
櫨
は
そ
の
構
成
員
の
保
全
の
た
め
に
、
い
か
に
園
家

の
物
理
カ
宏
司

g
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
指
示

す
る
樺
利
を
も
っ
て
い
る
」
(
の
。
寸
・
ロ
-
m
Z
ω
)
。

「
し
か
し
法
律
が
、
一
定
時
に
あ
る
い
は
少
期
間
で
制
定
さ

れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
持
績
的
で
恒
久
の
物
理
カ
を
も
た

ね
ば
た
ら
な
い
し
、
ま
た
不
断
の
執
行
を
必
要
と
し
て
い
る

ゆ
え
、
制
定
さ
れ
そ
し
て
強
制
さ
れ
る
べ
き
法
の
執
行

og，

g
t
C
M
M
に
あ
た
る
べ
き
常
時
存
在
の
樺
カ
望
者

R
が
あ
る
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一

橋

論

叢

第
一
一
一
十
二
巻

第
五
披

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
然
化
さ
れ
る
」
(
の
。
4
・
口
弘

H
A
?
と。

ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
意
園
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

た
え
ず
執
行
的

権
力
を
法
の
コ
ロ
ラ
リ

I
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
行
的

権
力
を
法
目
立
法
府
に
等
質
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
合
契
約

に
よ
っ
て
、
ホ
ッ
プ
ズ
の
よ
う
に
直
接
園
家
権
力
が
導
出
さ
れ
る

の
で
は
た
く
、
ま
ず
立
法
府
が
構
成
さ
れ
、
立
法
府
と
の
闘
係
に

お
い
て
の
み
は
じ
め
て
執
行
的
権
力
が
そ
の
存
在
理
由
を
護
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ッ
プ
ズ
の

r
p
o
Z
た
T
皆
と
は
こ
と

た
り
、
門
同
ゆ
]
ロ
吋
白
た
執
行
的
構
力
が
問
題
と
な
ヮ
て
い
る
の
で
あ

り
、
園
家
に
統
一
を
あ
た
え
る
「
一
ク
の
意
士
山
」
。

5
4
4巴

(
C
0
4
・
ロ
・
耽
N
H
ω
)

は
立
法
府
に
お
い
て
存
在
す
る
。
し
か
も

園
家
機
構
内
部
に
お
け
る
立
法
府
の
優
越
と
い
う
黙
に
お
い
て
、

ロ
ッ
ク
の
権
力
分
立
論
は
、
ま
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
櫨
力
分
立

論
や
ア
メ
リ
カ
型
の
櫨
力
分
立
制
と
も
匝
則
さ
れ
る
の
で
あ
る
@

し
か
し
な
が
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
立
法
府
の
優
位
を
み
と
め
た
が

ら
も
、
被
が
自
然
法
思
想
を
基
調
と
す
る
市
民
吐
舎
と
園
家
と
の

二
元
論
に
た
づ
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
一
元
論
に
た
れ
J

ホ
ッ
プ
ズ
や

ル
ソ
ー
と
具
り
、
園
家
の
泊
極
化
た
い
し
樺
カ
ぎ
ら
い
は
首
然
前

面
に
お
し
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
権
力
分
立
論
も
、
市

民
世
舎
と
匝
別
さ
れ
る
各
園
家
機
構
の
分
立
に
と
も
た
う
、
相
互

牽
制
と
櫨
力
濫
用
の
防
止
と
い
う

|
l動
・
反
動
の
力
事
的
機
誠

論
の
原
油
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
づ
ぎ
に
み
ら
れ
る
ご
と

く
営
然
で
あ
っ
た
。

「
法
律
を
づ
く
る
構
カ
を
も
宮
て
い
る
そ
の
同
じ
ひ
と
び
と

が
、
ま
た
、
そ
の
手
中
に
そ
の
法
律
を
施
行
す
る
櫨
カ
U
O
B

4
2吋
を
握
る
こ
と
は
、
と
か
く
擢
カ
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
傾

向
を
も
ク
人
間
性
の
弱
結
げ
民

HEHH
母国

b
q
に
と
ヨ
て
あ

ま
り
に
も
大
き
な
誘
惑
に
遣
い
た
い
か
ら
、
モ
れ
に
よ
っ
て

彼
等
は
自
己
の
づ
く
ヲ
た
法
律
に
服
従
す
る
こ
と
を
院
れ
、

そ
し
て
、
法
律
を
づ
く
り
か
れ

J

執
行
す
る
南
方
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
法
律
を
彼
等
自
身
の
私
的
た
利
益
に
適
合
せ
し

め
、
か
く
し
て
吐
舎
と
政
治
の
目
的
に
反
し
て
吐
舎
の
爾
飴

の
ひ
と
び
と
と
は
ま
っ
た
く
別
の
利
害
を
も
づ
に
い
た
る
で

あ
ろ
う
」
。
(
の
。
4
・
ロ
・
明

E
い)。

づ
い
で
こ
れ
ら
の
櫨
カ
の
櫓
賞
者
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
貫

質
的
に
、
議
舎
と
君
主
に
分
割
せ
ら
れ
る
。
立
法
櫨
は
「
さ
ま
ざ

ま
の
異
な
っ
た
ひ
と
び
と
会

g
a
勺

2
8
5
の
手
中
に
委
ね
ら
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17 

れ
る
」
(
の
。
4
・
口
・
叩

E
3
0
そ
れ
は
世
襲
制
に
よ
る
特
定
個
人

伊
田
山
口
紅
白

H
5
8色
z
q
]
)
2
8
D
す
た
わ
ち
園
王
、
世
襲
貴
族
の

集
合

E
M
P出
目
白
日
巴
刷
、
。
同

Z
H白色仲間
H45σ
邑
号
、
タ
い
で
人
民

に
よ
っ
て
一
時
的
に
選
出
さ
れ
た
代
表
者
の
集
合

m
g
p
g
g号
ぞ

え
吋
即
日
比
四

m
g
g
t
4
2
岳
S
E
w
-
v
g
g
B
H
v
o
g
a
σ
w
s
o
H
}
g
'

HVH叩
の
三
主
題
で
あ
る
(
明
白
ω
〉
。
他
方
「
執
行
擢
と
同
盟
櫨

と
は
本
質
上
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
が
、
雨
者
を
分
離
し
て

同
時
に
ベ
タ
ベ
ヲ
の
人
の
手
中
に
委
ね
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ
り
:
:
:
と
も
に
祉
舎
の
物
理
カ
匹
。
同

2
8
0同
岳
町

田
。
口
目
立
可
を
必
要
と
す
る
」
(
明
早
∞
〉
ゆ
え
、
と
の
雨
者
は
統
一

的
に
一
個
人
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
園
王
は
三

樺
に
輿
り
、
他
方
議
舎
は
立
法
穫
に
の
み
参
加
し
、
樺
カ
の
分
立

は
、
貴
質
的
に
は
《
君
主
》
と
《
議
合
》
の
そ
れ
に
解
消
さ
れ
る
。

さ
ら
に
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
あ
る
共
同
社
舎
に
お
い
て

立
法
府
が
恒
常
的
に
存
在
せ
ず
、
執
行
穫
が
立
法
府
に
参
興
す
る

た
だ
一
人
の
人
間
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
限
定

さ
れ
た
意
味
で

E
p
g
g
E町
田

8
8
そ
の
一
個
人
の
穣
力
が

ま
た
最
高
の

E
M
V
5
5
0
擢
力
を
有
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
」

(の。
4
・
口
-
m
出

C
。
た
ぜ
な
ら
ば
「
彼
の
同
意
が
な
け
れ
ば
法

名
血
管
革
命
の
イ
デ
オ

n
ギ

l
構
造
と
ロ
ッ
ク

律
を
制
定
す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
か
ら
立
法
府
に
は
伎
に
優
越
す
る

も
の
は
な
く
、
そ
し
て
ま
た
彼
が
立
法
府
の
他
の
部
分
に
服
従
せ

し
め
ら
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
(
。
。
戸
口
-

m
E
C
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
園
王
に
た
い
し
て
は
、
庚
汎
た
大

権
回
同
20mptA「
白
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
権
と
は
極
限
扶

況
に
お
け
る
非
常
穫
で
あ
り
、
「
固
定
し
た
不
壁
の
法
律
を
も
ヨ

て
し
て
は
充
分
た
指
導
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
た
、
議
見
で
き
ぬ
、

不
確
か
な
出
来
事
に
左
右
さ
れ
る
場
合
に
、
公
共
の
幅
一
祉
を
目
的

と
し
て
、
園
壬
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
権
力
」
(
の
C
4
・
戸
昨

ze

で
あ
る
。

立
法
府
は
、
機
能
的
に
み
て
、
園
家
の
最
高
楼
と
み
た
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
以
上
に
み
た
よ
う
た
意
味
で
は
、
貫

質
的
に
圏
王
に
た
い
し
て
強
大
た
構
限
を
残
す
と
と
に
た
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
と
と
は
つ
ぎ
の
ニ

酷
で
あ
ろ
う
。
(

I

)

名
春
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
園

王
に
強
大
た
執
行
的
権
力
を
許
す
と
と
は
、
二
一
冗
的
た
等
族
園
家

の
観
念
と
第
二
革
命
へ
の
現
貫
的
た
考
察
と
の
艶
方
に
よ
っ
て
、

む
し
ろ
営
然
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
問
題
は
む
し
ろ
法
制
定
の

機
能
日
立
法
樺
を
い
か
に
議
舎
に
貫
質
的
に
把
握
さ
せ
る
か
に
あ
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78 

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
ほ
、
立
法
、
執

行
、
同
盟
の
三
楼
の
分
立
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
困
王
封
議
舎
の
封

立
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
名
春
革
命
の
構
遣
を
反
映
し
て
、
立
法
楼

の
最
高
性
と
こ
の
立
法
擦
の
議
舎
へ
の
分
割
の
主
張
に
お
い
て
、

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
も
ち
え
た
の
で
あ
(
列
。

(
E
〉
さ
ら
に

君
主
に
強
大
た
樺
限
を
委
ね
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
政
治

的
機
能
す
た
わ
ち
質
的
被
規
定
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ッ

ク
に
よ
れ
ば
、
執
政
官

BhHmzgg
は
、
「
自
己
に
あ
た
え
ら
れ

た
信
託
に
反
し
て
人
民
の
財
産
を
侵
害
す
る
場
合
は
、
盗
賊
や
海

賊
と
同
一
一
服
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
(
の
。
4
・
戸
m
N
N
∞
)
、
し
か
も

彼
が
そ
の
よ
う
た
財
産
侵
害
を
敢
て
す
る
場
合
は
暴
力
甘
月
四
を

人
民
に
た
い
し
て
振
う
こ
と
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
闘
争
獄
態

間
百
件
。
ぇ

442
へ
の
還
元
を
招
く
も
の
と
み
注
さ
れ
た
(
の
。
4
・

口
・
朗
自
印
)
。
こ
こ
に
か
の
有
名
な
卒
A
P
楼
の
思
想
を
そ
の
基
底

に
も
ヮ
て
い
た
の
で
あ
る
。

政
治
の
目
的
は
人
類
の
善
で
あ
る
。
人
民
が
ク
ね
に
悉
意
的

た
厭
一
制
的
意
志
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
と
、
支
配
者
た
ち
が
そ

の
権
力
を
濫
用
し
、
そ
し
て
人
民
の
財
産
の
保
持
の
た
め
に

で
は
た
く
、
そ
れ
の
破
壊
の
た
め
に
使
用
す
る
ば
あ
い
に
、

あ
る
時
に
は
、
人
民
の
反
抗
を
う
け
ね
ば
た
ら
な
い
と
い
w

フ

と
と
と
、
い
ず
れ
が
人
類
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る

う
か
」
。

(
C
O
J
1
・ロ・

m
N
N唱
)

、
、
、
、

し
た
が
っ
て
こ
と
で
も
閤
家
権
力
た
い
し
君
主
権
の
意
闘
さ
れ

た
使
用

g
Z
E一
色
己
目
白

B-仏
日
常
江
田
由
(
の
。
戸
口
-
m
N
H
3
、

佐
舎
内
在
的
機
能
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。

'
も
ち
ろ
ん
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
の
ち
パ
ジ
ヨ
ッ
ト
に
よ
っ
て

友
さ
れ
た
よ
う
に
、
君
主
の
問
題
を
機
構
的
た
意
味
に
お
け
る
政

治
的
機
能
の
み
に
還
元
し
て
、
君
主
を
大
衆
に
た
い
す
る
舞
畳
敷

果
を
ね
ら
っ
た
俳
優
術
た
い
し
道
化
と
し
て
取
扱
ヲ
て
い
る
の
で

は
た
い
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
貴
質
的
倫
理
闘
係
と
し
て
の
「
愛

ハ
7
)

情
と
信
頼
」

-
0
4
0
8ー己

P
向
。
口
氏
。
ロ
の
そ
れ
と
し
て
庭
理
し
て
い

る
。
し
か
し
た
が
ら
、
や
は
り
そ
こ
に
は
、
財
産
に
た
い
し
て
そ

の
園
王
が
は
た
す
で
あ
ろ
う
機
能
H
投
割
が
問
題
と
た
ヮ
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
も
し

λ
が
園
王
の
人
格
あ
る
い
は
穣
利
を
犯
し
た
と
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
ら
ば
、
園
王
に
お
い
て
統
合
さ
れ
、
自
由
と
財
産
と
安
全

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
を
見
出
し
て
い
る
金
十
人
民
を
犯
し
た
こ
と
に
た
る
。
同
様

に
園
王
は
人
民
の
正
営
危
要
求
に
反
劃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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伎
と
人
民
と
の
間
に
あ
る
黄
金
の
鎖

MHO-仏

g
S包
D
P
E
v

g
E
Z
E
B
を
切
断
す
る
危
険
に
営
面
さ
せ
ら
れ
る
の
で

〈

8
)

あ
る
」
(
傍
鮎
引
用
者
)
。

と
の
意
味
で
、
強
大
な
君
主
配
は
、
議
舎
と
論
理
上
は
お
た
じ
‘

〈
市
民
的
園
家
。
。

B
B
8
4司
g
z
y
。。

B
B
C邑
司
の
機
関
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
、
国
家
と
圏
王
と
を
同
一
視
す
る
家
産
的
園
家

観
念
日
出
仲
立

5
0邑
P

ご
a
g
丘

m
E
Z
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

79 

「
雨
陛
下
に
お
い
て
享
有
さ
れ
、
行
使
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
項

は
、
乙
の
現
議
舎
の
権
能
に
よ
ヮ
て
、
宣
言
・
制
定
・
確
立
さ
れ
、

今
後
永
久
に
持
摘
し
、
こ
の
王
園
の
法
た
る
べ
き
で
あ
る
。
右
の

事
項
は
、
議
舎
に
合
同
し
て
い
る
僧
侶
、
貴
族
お
よ
び
庶
民
の
ゆ

言
、
承
諾
お
よ
び
そ
の
樺
能
に
よ
っ
て
雨
陛
下
は
こ
れ
を
宣
言

制
定
確
立
せ
ら
る
る
も
の
と
す
る
」
(
傍
貼
引
用
者
)
と
「
権
利
章

典
」
は
の
べ
て
い
る
。
名
春
革
命
は
《
回
目
も
か
《
阿
古
川
H
E

H
V
P

邑
p
g
g
C
か
の
政
治
的
闘
争
に
事
責
上
の
解
答
を
あ
た
え
、

ホ
イ
ヲ
ギ
ズ
ム
龍
制
に
お
け
る
「
至
高
に
し
て
艶
抑
制
?
と
議
舎
の

位
置
を
決
定
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
コ
I
ク
的
た
意
味
で
の
法
日
法
律

春
検
制
命
白
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
棒
迭
と
n

y
タ

家
の
優
位
の
観
念
も
否
定
さ
れ
、
「
基
本
法

E
H
L
i
p
s
g
Eご
P
認

の
観
念
は
、
そ
れ
を
凌
駕
す
る
〔
主
法
府
に
よ
る
〕
制
定
法
浮
守

5
1
2
の
擢
能
の
承
認
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
の
で
丸
山
~
。
」

こ
の
腫
制
を
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
自
然
楼
↓
祉
舎
契
約
理
論
か

ら
出
穫
し
、
立
法
府
の
構
成
を
基
軸
と
し
て
耕
詮
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ア
ト
ミ
ッ
ク
た
《
人
民
》
と
市
民
世
舎
を
幹
世
一
昨
に
前
提

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
等
族
議
合
的
構
成
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
も
と
に
活
動
し
て
い
た
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
・
パ

1
一
フ
メ
ン
ト
に

近
代
議
合
主
義
的
理
論
づ
け
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
、
君
主
と

議
舎
と
の
こ
一
万
的
形
態
を
と
っ
た
等
族
園
家
的
機
構
を
近
代
的
権

力
分
立
論
に
よ
っ
て
正
統
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
イ
ッ

グ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
決
定
的
危
構
遺
的
相
異
1
1
そ
し
て
こ

れ
が
、
ロ
ッ
ク
を
し
て
古
典
的
危
近
代
市
民
政
治
理
論
の
形
成
者

と
た
し
た
の
で
あ
る
が
ー
ー
は
、
そ
の
立
法
府
の
基
礎
が
、
等
族

議
合
的
伝
聞
王
に
た
い
す
る
古
来
の
特
権
と
い
う
観
念
を
突
破

し
、
自
然
樺
H
個
々
の
人
民
の
擢
利
の
た
か
に
錯
を
下
し
え
て
い

る
と
い
う
黙
に
あ
る
。
し
か
も
こ
の
自
然
擦
が
、
園
家
形
成
後
も
、

園
家
に
た
い
し
て
保
障
さ
れ
、
論
理
的
に
先
行
す
る
と
い
う
形
態

に
お
い
て
、
近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
原
型
と
も
ゑ
り
え
た
の
で
る
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論
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第
三
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80 

る
(

1

)

同
盟
擦
と
は
資
質
的
に
営
時
君
主
が
管
掌
し
て
い
た
、
海
軍
・

植
民
地
・
外
交
に
か
ん
す
る
権
限
を
い
う
。
と
れ
ば
な
が
く
、
ノ
ル

マ
シ
・
コ
シ
ク
ウ
エ
ス
ト
以
来
議
舎
の
管
轄
外
の
事
項
と
せ
ら
れ
た

が
(
の

-z・
SFHruJEOHhp仲良
m
g
R
Z
L
m
m
o
i
Hロ
ム
・
〔
。
民

D吋仏

国
王
c
a
c同
肘
ロ

m
F出血〕
L
u
-
E∞
・
)
、
と
れ
ば
事
賃
上
も
う
一
づ
の

議
舎
の
い
管
轄
外
事
項
た
る
宮
中
事
項
同
色
吋
丘
町

c
g
o
F
C
5
と
と
も

に
枢
密
院
内

Z
m
目

。
c
d
ロ
ロ
ロ
に
お
い
て
行
使
さ
れ
て
い
た
o

も

ち
ろ
ん
名
春
革
命
以
後
は
議
舎
に
よ
っ
て
漸
時
議
食
さ
れ
て
ゆ
く
O

Q
-
り
・
』

Cロ
o
p
4
H
H
O
肘口品川戸山田
v
m
2
C
H口付目
C口
h
H
m
φ
ω
i
H吋玄温

]
{
唱
品
∞

-HU--HM)

(

Z

)

ロ
y

ク
の
一
位
合
契
約
訟
に
お
け
る
一
重
話
、
二
重
読
位
干
の
解
稼

論
上
の
諸
問
題
に
づ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
・
第
七
節
註
二

O

(第
二

毅
七
六
|
七
頁
参
照
)
。
ま
た
ロ
ァ
ク
の
信
託
概
念
。
特
殊
イ
ギ

P

ス
的
性
格
に
つ
い
て
は
、

c
s
m
y
E
P
(
U
H
Y
M
H
H
H
H
V
C目白色
g
-

吋
自
己
o
g
F
e
を
参
照
。

(

3

)

ホ
y
プ
ズ
は
「

p
ヴ
ア
イ
ア
サ
シ
」
の
序
文
で
つ
ぎ
の
ご
と
〈

述
べ
て
い
る
。
「
リ
グ
ア
イ
ア
サ
シ
の
な
か
で
主
権
は
人
工
の
魂
で

あ
っ
て
全
陸
に
生
命
と
蓮
動
を
あ
た
え
:
:
:
」
。
と
と
に
魂
を
機
構

的
な
立
法
部
に
み
と
め
る
ロ

y
ク
と
そ
れ
を
抽
象
的
な
絶
叫
剖
主
権
と

も
か
な
ナ
ホ

y
プ
ズ
と
の
質
的
な
相
兵
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

(

4

)

と
の
原
理
は
の
ち
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
ま
づ
ま
で
も
な
〈
、

と
の
時
代
に
お
い
て
も
〔
時
計
!
を
原
型
と
し
て
)
一
般
化
し
て
い

た
。
ホ
イ
y
グ
系
パ

y

キ
シ
グ
ム
卿
の
一
六
七
七
年
。
議
舎
演
設

を
原
文
の
ま
ま
引
用
す
る
。

hpv門
担
口
問
。
〈
O門口
B
O巳
P
B
P
ユBE

ロ
E
S
E
M
3
8
β
2
0
H
M
N
吉
岡
門
え

S
O
S
げ

g
p
円H
8
0ロ門回目ロロ
0

0ロ
o
c旬。ロ

B
0
5
2
一
自
己
主
匹
同

F
O
B
-
P目
当
広
町
ロ
-
s
E
g
a

d
g
g
v
g
:
:・-
w
k
r
切

HC司
ロ

gm-
。印

J

ロcロロ
HHHOロ
F
-
u・
ロ
u
-

(

5

)

ホ
イ
タ
ギ
ズ
ム
健
制
の
法
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
・
プ
ラ

y
ク
ス
ト

1

シ
も
イ
ギ

F
ス
憲
法
の
卓
越
性
を
主
権
的
な
立
法
府
が
、
君
主
・
貴

族
院
・
衆
議
院
の
別
身
の
瓜
5
2目
立
三
構
成
部
分
に
分
割
さ
れ
て

い
る
と
と
に
も
と
め
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
と
と
を
も
っ
て
君
主
@

力
、
貴
族
の
知
窓
、
庶
民
の
公
共
精
神
が
舎
し
、
混
合
政
慢
の
極
致

で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
(
の

CHHHBOロ
宮
口

g
c内

5
0
F
P
4
2
0片

岡
凶
出
向
日
目
色
・

3
・
3
1
F
3・
H
a
l
H
a
o・
)
こ
の
ロ
ァ
ク
に
お
け
る

立
法
権
の
分
割
に
づ
い
て
は
、

C
-
プ
リ
ド

p
ッ
ヒ
が
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
。
(
の
・
し
『
・
司
同
庁
舎
・
円
口
Y
(
U
C
ロ田汁広口昨日
D
口
と
の
む
ぐ
。
同
ロ
目
。
ロ
門

戸

HH仏
巴

0
5
0口
窓
口
出
〉
吋
od--op・
3
U
0・
H)-H吋
m-)
な
お
ブ
ラ
シ
ス
草

命
に
お
け
る
エ
R
・
ぜ
ネ
ロ

1

0
分
裂
に
よ
る
第
三
部
舎
の
「
図
民

議
曾
」
へ
の
枯
特
化
と
こ
の
イ
ギ
リ
ス
・
パ

1
ラ
メ
シ
ト
の
等
族
的
構

成
を
比
較
せ
よ
。

人
6
)

と
の
草
命
権
は
、
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
の
、
お
阿
(
王
)
と

HVD-uロ・

-
5
(人
民
国
鐙
)
の
二
一
万
的
封
立
を
前
提
と
し
た
封
建
的
持
抗
構
理

論
を
、
人
民
の
主
種
的
な
自
然
櫨
の
観
念
を
媒
介
と
し
て
、
図
家
機

構
封
市
民
一
位
舎
の
闘
係
に
構
造
斡
換
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
市

民
政
府
論
」
二
三
二
節
以
下
の
抵
抗
棒
理
論
否
定
者
バ
ー
ク
レ
ー
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81 

(巧
5
H
P
B
W肖口町
-ou

『噌。
D
E
H
P
'旨
S
P
B
H
H
O
B
S
E
)
へ
の
言
及

を
参
照
。
し
た
が
っ
て
口
タ
ク
に
お
い
て
は
図
主
に
た
い
ナ
る
祇

抗
に
と
ど
ま
ら
ず
、
園
家
機
構
の
基
本
組
織

5
0
8ロ
由
耳
目
昨
日
C
口
広

m
c
S
B
H
H
5
2
(の
D
4・
ロ
・
出

N
S
U
の
努
草
と
人
民
に
よ
る
再
組

織
が
問
題
と
な
る
と
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
(
本
稿
第
二
節
豆
七

頁
参
照
)

ま
た
ロ

y
ク
の
「
夫
同
訴
え
る
」
出
し

3
2
-
s
v
g
g回
(
の

2・

ロ
・
申

Ha∞
〉
を
も
っ
て
革
命
権
の
観
念
の
港
特
化
と
解
緯
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
が
、
し
か
し
ヒ
ュ

I

A
も
の
べ
て
い
る
よ
う
に
「
天
に
訴

え
る
と
と
」
は
「
戦
争
と
暴
カ
と
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
る
」
と
と

を
意
味
す
る
主
解
さ
れ
る
。
(
ロ
・
出
ロ
B
0・C
同
C
同
日
色
白
色
。
。

EHF口T

5
日
明
白
血
PU可
田
昌
-Hν
・
。
目
円
H
F・
-
。
。
・
円
出
・
の
H
o
o
p
s
r
F
H
U
-

h
F
U
吋
・
)

(

7

)

』

-
F
O口】円
0・
〉

H
0
3
0同
州
H
O
B
P
H
V
A
W
H
g白
え
の
位
向
在
同
一
可
件
。

回
日
明
司
立
。
ロ
仏
】
口
同
何
回
。

(UDロロ
-FHT一ア

HA山
吋

u
w
-
H
H
H
d司
C
H
r
p
〈
c
r
H噌

同v-B∞
・
と
れ
は
、
「
図
家
危
害
防
止
法
」
に
反
費
し
た
ホ
イ
ァ
グ
系

貴
族
白
議
舎
に
お
け
る
闘
争
を
砕
地
べ
た
も
の
で
、
「
古
来
の
議
舎
の

特
様
」
、
「
イ
ギ

F
ス
人
の
自
由
」
の
観
念
を
中
心
と
し
て
い
る
。

(
8
)
]
-
F
C口
ro--ず
広
-w
唱

-
N
N
N

(

9

)

ポ
ラ
ル
ド
は
「
一
六
八
八
年
の
革
命
は
キ
シ
グ
を
弱
め
た
が
、

し
か
し
ク
ラ
ウ
シ
を
強
め
た
」
と
の
べ
て
い
る

O
K
F・
町
・
句
D
-
E
E

時
げ

O
肘〈
c
z
z
cロ
え

句
HWHH-PHH5ロ
F
S
N
h
J
H
ν
・
NNUE

(
山
口

)

k

p

.

切

8
耳
ロ
E
m
p
o
p
-
肘
白
色
aHH
同
時
国
ぢ
江
口
PH
巴
Oロロ
B
Oロ仲田

名
春
革
命
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
ロ

y
ク

HA山

EC3tH吋
HAFW
同
屯

MU--u・
HN
∞-

ハ
ロ
)
巧
-
E
Pロ
r
2
8
0・円
UC目
白
M
E
S
H
-
2
8
5
0
H
P
3
0内
何
回
E

間
宮
口
【
Y
匂

-
H
S
ま
た
プ
ヲ
タ
ク
λ

ト

l

y
は
「
議
舎
は
教
舎
的
と

世
俗
的
と
を
問
わ
ず
:
:
:
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
事
項
に
わ
た
っ
て
法
の

制
定
・
確
保
・
被
大
・
制
限
・
駿
棄
・
取
消
・
復
蹄
・
解
緯
に
か
ん

し
て
主
権
的
に
し
て
無
制
限
の
権
能
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
、
ま
た

と
と
で
は
ロ

y

タ
の
輩
命
権
の
思
想
を
批
列
し
て
「
イ
ギ

P
ス
憲
法

が
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
議
舎
の
穣
カ
が
絶
封
的
で
あ
り
制

限
な
き
も
の
と
あ
え
て
い
う
と
と
が
で
き
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

(
ロ
)
宣
門
戸
噌
宅
-
H
m
o
I
H
S
-
の
Cロ
吃
Y
E
P
-
対

-
H
H
Y
Z
C
H
O
N
-
乙

の
「
議
舎
に
お
け
る
闘
王
の
主
糠
」
@
「
図
王
の
主
穣
」
に
た
い
す

る
勝
利
ほ
他
方
コ

1
ク
的
な
「
園
王
に
優
越
す
る
法
律
、
園
玉
と
議

，
舎
に
優
越
す
る
法
律
」
の
原
理
の
否
定
を
も
意
味
し
た
。

(Q-
冨
包
・

己
自
己
・
肘
口
間
同
町
田
町

(
U
C
5
2ロ昨日
Dロ
担
日
出
E
C
H予

H由。∞ニ)・

ω
C
H
)

そ
れ
ゆ
え
、
名
血
管
革
命
以
後
の
《
法
の
支
配
》
は
コ

1
ク
的
な
法
の

支
配
と
構
造
的
に
と
と
な
る
と
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
伊
藤
正
巳
・
法
の
支
配
・
一
九
1
i
四
九
・
一
一
一
一
一
員
)
。
な
お
お
阿

野

E
A
E
m
F同
設
立
m
F
官
Z

E
ロロ
E
B
封
]
ロ
H
E
E
D
-

の
勢
立
と
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
簡
単
に
園
式
化
す
る
と
と
は
で
き

な
い
が
、
巨
視
的
に
は
、
イ
ギ

F
ス
に
お
い
て
は
封
建
制
の
枠
内
に

近
代
が
成
長
し
た
と
い
う
近
代
化
の
コ

I
X
の
特
殊
性
か
ら
、
絶
品
到

主
義
の

B
H
V
H
O阿
に
た
い
ナ
る
封
ぜ
的
な

-
o
H
V
H
O
H
の
議
舎
を

基
軸
と
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
蒋
換
と
し
て
近
代
型
の
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一

橋

論

叢

第
三
十
二
巻

第
五
披

-O阿
V
H
O
H

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。

....... 
"、

む
す
び

以
上
の
よ
う
な
論
理
構
成
か
ら
、
ロ
ッ
ク
は
古
典
的
市
民
政
治

理
論
の
形
成
者
と
た
り
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
は
の

J

ぎ
の
十

八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
の
み
た
ら
ず
大
陸
に
も
決
定
的
な
影
響
を
あ

た
え
、
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
思
想
の
聖
者
と
た
る
の
で
あ
る
。
す
た
わ

ち
そ
の
《
自
然
》
の
観
念
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
そ
の
後
の
経

験
論
日
イ
ギ
リ
ス
市
民
思
想
の
展
開
の
礎
石
と
た
り
、
他
方
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
そ
の
啓
蒙
思
想
に
基
礎
観
念
を
供
給
す
る
と
と

も
に
、
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
に
よ
っ
て
論
理
的
極
限
に
ま
で
づ
き
す

す
め
ら
れ
て
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
の
闘
争
の
哲
率
的
形

態
た
る
無
神
論
を
う
む
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

ま
た
《
自
然
法
培
《
自
然
権
》
《
社
合
契
約
》
の
市
民
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
ホ
イ
ッ
ギ
ズ
ム
瞳
制
の
法
イ
デ
尤
官
I
グ
、
ブ
ラ
ッ
ク

ス
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
瞳
制
讃
美
的
な
《
イ
ギ
リ
ス
の
法
》
の
背
光

と
し
て
保
守
的
に
利
用
さ
れ
丸
叫
。
あ
る
い
は
ホ
イ
ッ
ギ
ズ
ム
膿

制
・
の
擁
護
者
で
あ
り
た
が
ら
名
春
革
命
の
ホ
イ
ッ
グ
的
解
轄
を
担

否
し
た
ヒ
ュ

1
ム
に
よ
っ
て
桓
否
さ
れ
は
し
た
が
、
「
ア
メ
リ
カ

濁
立
宣
言
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
楼
宣
言
」
に
決
定
的
友
影
響
を
あ
た

え
る
も
の
と
友
ワ
た
。

そ
し
て
か
か
る
市
民
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
づ
政
治
的
意
義
が
フ

ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
そ
の
杢
容
を
ぷ
た
た
び
あ
き
ら
か
に
し
た

と
き
、
こ
の
市
民
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ロ
?
ク
の
組
問
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
、
た
が
い
に
相
反
す
る
指
向
性
を
も
っ
た
二
人
の
批
剣

者
を
み
い
だ
す
と
と
に
な
う
た
。
一
人
は
《
自
然
》
概
念
を
方
法

的
に
可
能
に
し
た
原
子
論
的
、
機
械
論
的
思
惟
方
法
を
否
定
し
て
、

近
世
保
守
主
義
の
組
と
た
っ
た
バ
い
J
ん
で
あ
り
、
他
の
一
人
は
こ

の
原
子
論
的
思
惟
方
法
を
纏
承
し
な
が
ら
も
《
自
然
》
の
観
念
の

機
能
的
側
面
l
|
|
市
民
的
僚
債
の
革
命
的
表
ー
を
否
定
し

て
、
市
民
的
債
値
を
貫
定
法
盟
副
川
に
お
い
て
と
ら
え
ん
と
し
た
-

《
功
利
》
主
義
者
ペ
ン
サ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
ペ
ン
サ
ム

の
批
剣
は
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
債
値
観
念
の
後
展
段
階
1
1
1
自
然
の
観

念
の
日
常
的
表
現
た
る
《
功
利
》
へ
の
移
行

l
!の
差
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
ペ
ン
サ
ム
に
お
い
て
は
市
民
政
治
思
想
の

E
統
的
展
開
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
パ
ー

ク
の
そ
れ
は
正
統
的
市
民
政
治
思
想
へ
の
鈎
立
物
で
あ
り
、
パ
ー

ク
の
歴
史
的
有
機
的
瑳
展
の
思
想
は
、
と
く
に
封
建
的
反
動
屠
の
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思
想
た
る
ロ
マ
ン
主
義
系
ド
イ
ツ
保
守
主
義
に
稽
承
さ
れ
、
十
九

世
紀
前
今
、
大
陸
に
お
け
る
唇
蒙
主
義
封
保
守
主
義
の
イ
ギ
オ
ロ

ギ
I
闘
争
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
的
性
格
を
明
確
に
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。

(

1

)

プ
ラ

y
ク
ス
ト
ー
ン
は
、
「
イ
ギ

F
ス
の
法
」
日
担
当
由
。
同
肘
口
問

-saを
ロ

y
ク
的
前
提
に
お
い
て
樫
系
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
レ

か
し
ロ
フ
ク
的
前
提
1
1
1
自
然
法
・
自
然
穣
・
社
舎
契
約
は
基
軸
的

意
味
を
喪
失
し
て
た
ん
な
る
論
理
的
背
光
に
韓
化
せ
し
め
て
し
ま
っ

た
。
し
た
が
っ
て
プ
ラ
?
ク
ス
ト

I
Y
に
お
い
て
も
や
は
り
、
「
イ

ギ
リ
ス
人
の
擢
利
」
と
「
自
然
様
」
は
分
裂
を
し
め
ナ
と
と
に
な
る
。

と
れ
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

y
ク
ス
ト

I
Y
は
、
「
自
然
様
」
は
現
在
イ

ギ
F
ス
を
の
ぞ
い
て

E
と
白
図
に
お
い
て
も
保
障
吉
れ
て
い
な
い
か

ら
そ
れ
は
「
イ
ギ

P
ス
人
の
権
利
」
で
あ
る
、
と
い
ラ
築
制
倒
的
な
三

段
論
法
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
と
に
な
っ
た
(
の
O
B
B。ロ
S
5
u担
口
口

巴
5
F
P弓
田
氏
】

TV包
白
HH3・
HUHv・
HN∞
t
N申
・
)
。
と
れ
が
ダ
ィ
ジ

ー
の
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
?
ク
ス
ト

I
Y
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
あ
る

(
の
戸
〉
-J1・同
)H口白
M
J
F
P司

m
g
a
H
v
dヴロロ

CHUB-cロ
宙
開
目
的
-
'

PHM己
広
口
江
口
m
-
H
H
H
O
Z
S
O
S
O口
同
討
。
。
ロ
け
口
同
一
ア

N
白
色
。
臼
J
H喧品∞唱

F
O口
E
H
O
J
1・)。

(

2

)

ヒ
ュ

1

4
は
そ
の
「
イ
ギ

F
ス
史
」
出
山
田
H
c
q
-
C同
開
目
的
宮
口
白

に
お
け
る
イ
ギ

F
ス
寧
命
り
解
懇
に
よ
っ
て
ト

1
p
ー
と
み
な
さ
れ

る
と
と
も
あ
る
が
、
彼
が
清
同
定
し
た
り
は
そ
り
ホ
イ

y
グ
的
伊
智
で

名
春
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
と
E

P

タ

-昌平j長占E

あ
る
c

彼
白
問
題
意
識
は
ホ
イ

y
グ
・
ト

I
F
1
問
に
お
け
る
「
既

成
事
貨
に
た
い
す
る
充
分
な
歎
諾
の
成
立
」
と
、
そ
の
「
気
運
」
の

醸
成
に
あ
っ
た
(
り
・
ロ
ロ
B
0・
0
同
答
。
。
c
p
E
S口
C
片

岡

V

恒三日白血
w

g
h
H出国
3
3£
D口
出
向
・
同
U-Pロ。

F
-
v
a・
パ
可
・
同
・
の
H
O
O
P
H唱
HN・
)
。
し

た
が
っ
て
契
約
訟
の
否
定
は
、
「
慣
習
」
の
名
に
よ
る
既
存
慢
制
の
擁

護
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ロ

y
ク
と
ヒ
ュ

I
A
の
相
異
は
ホ
イ

?
ギ
ズ
ム
鱒
制
の
形
成
期
と
安
定
期
の
そ
れ
で
あ
る
。

(

3

)

の
戸
肘
・
切
口
Hr0・
問
。
出
2
2
0出国
C
目
時
げ
O
句

HO出口
HH
剛
山

0
4
0
E・

t
cロ
H
吋
唱
。
・

(
4
U

前
掲
拙
稿
・
第
二
披
・
一
一
一
七
頁
、
五
八
頁
参
照
。

ハ5
)

し「・切。ロ昨日
KHHHr
・〉
RHH口
何
回
目
白
色
匂
巳
F
g
g
H
〉
ロ
肘
H
H
H
B
E
p
a

ロ
C
ロ

O同
己
HOH)on-PH伊
丹

HD目
。
同
財
】
肉
げ
同
白
山
田
白
日
Hoa
品
目
立
ロ
品
川
昨
日
MO

P
Sロ
伊
知
o
g
E
D
P
山口

H
F
g
r
p
g
w田
巧

D
H
E・
g
-
-
ロ
・
な

お
彼
の
虎
女
作
〉

2
2
0
2
8
p
g
S
E
R
E
-
S
司・

。
・
足
。
ロ

gm円
Z
P
Z
S
に
お
け
る
プ
ラ

y
ク
ス
ト

I

Y
批
判
を
も

参
照
。

(
本
稿
は
文
部
省
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
)
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